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第22号　昭和48年金沢大学教育学部紀要234

『閑

は
　
じ
　
め
　
に

居

友
」
回

岩
瀬
文
庫
本
翻
刻
と
諸
本
対
校
ー

　
か
の

承
久
の
乱
直
後
に
完
成
し
た
『
閑
居
友
」
に
は
、
中
世
隠
者
の
特
異
な

相
貌
が
最
も
典
型
的
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
編
者
慶
政
が
当
時
と

し
て
は
類
を
見
な
い
独
創
性
を
尊
ぷ
純
粋
な
文
芸
意
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
、

彼
が
天
台
華
厳
の
教
に
深
く
帰
依
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
往
生
を
希
求
す
る
隠
者

を

描

き
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
使
命
感
を
有
し
て
い
た
こ
と
等
の
所
産
で

あ
る
。
本
書
の
編
者
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
慈
円
説
も
提
唱
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
建
保
五
年
に
慶
政
の
在
宋
を
証
拠
づ
け
る
「
波
斯
文
文
書
」
の
存
在

と
、
彼
が
西
山
の
草
庵
に
入
年
を
す
ご
し
て
来
た
と
す
る
上
巻
三
話
の
記
述
と

の

間
に
横
た
わ
っ
て
い
た
矛
盾
は
、
彼
の
西
山
隠
棲
が
承
元
二
年
（
二
一
〇
入
）

と
判
明
す
る
や
、
完
全
に
解
消
し
た
。
そ
し
て
、
本
書
の
特
異
な
成
立
過
程
が

解
明
さ
れ
て
、
上
巻
三
話
・
同
二
話
・
同
一
話
・
同
四
話
・
同
五
話
…
…
…
の

順
に
執
筆
さ
れ
た
事
実
が
判
明
し
て
来
る
と
、
次
々
に
興
味
深
い
課
題
が
登
場

し
て
来
た
。
即
ち
筆
者
と
鴨
長
明
と
の
人
間
関
係
や
『
発
心
集
』
に
対
す
る
評

価
の
問
題
や
、
更
に
慶
政
が
栂
尾
の
明
恵
上
人
ら
と
の
交
渉
を
通
し
て
展
開
し

た

仏
教
活
動
へ
の
分
析
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
天
台
思
想
に
熱
烈
に
傾

倒
す
る
彼
が
、
長
明
の
信
奉
す
る
浄
土
教
的
世
界
と
明
恵
の
重
ん
じ
た
釈
迦
仏

尊
重
の
華
厳
宗
と
に
い
か
に
対
処
し
て
い
っ
た
か
、
そ
し
て
、
そ
の
軌
跡
が
本

書
に

ど
の
よ
う
に
投
影
し
て
い
る
の
か
を
追
究
す
る
こ
と
も
ま
た
重
要
な
テ
ー

マ

で
あ
る
。

　

『
閑
居
友
』
に
関
す
る
研
究
は
、
永
井
義
憲
博
士
の
「
閑
居
友
の
作
者
成
立

及
び
素
材
に
つ
い
て
」
　
（
大
正
大
学
紀
要
・
第
4
0
輯
・
昭
和
3
0
年
－
月
）
に
見

ら
れ
る
先
駆
的
御
論
考
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
林
保
治
氏
の
「
『
閑
居
友
」
序

説
」
O
～
㈲
（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
・
第
1
6
1
7
1
8
2
0
・
昭
和
4
2
4
3

44
46
年
）
に
お
け
る
基
礎
的
研
究
や
平
林
盛
得
氏
の
「
慶
政
上
人
伝
考
補
遺
」

（
国
語
と
国
文
学
・
昭
和
4
5
年
6
月
・
第
4
7
巻
第
6
号
）
で
考
究
さ
れ
た
作
家

原藤

田

行

造

島
　
　
　
秀
　
　
　
隆
＊

　
（
＊
金
沢
工
業
大
学
助
教
授
）

研
究

な
ど
に
よ
り
、
新
し
い
段
階
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
先
学
の
研

究
に

立
脚

し
つ
つ
、
昨
冬
「
金
沢
古
典
文
学
研
究
会
」
の
研
究
誌
「
説
話
・
物

語
論
集
し
　
（
創
刊
号
・
昭
和
4
7
年
1
2
月
）
に
て
『
閑
居
友
』
特
集
（
論
文
四
篇

・
全
注
釈
H
）
所
収
）
が
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
本
年
再
び
同
誌
は
『
閑

居

友
」
第
二
特
集
（
論
文
五
篇
、
う
ち
一
篇
は
『
方
丈
記
』
・
全
注
釈
⇔
）

を
企
画
し
、
説
話
文
学
会
金
沢
大
会
の
初
日
十
月
二
十
七
日
に
発
刊
さ
れ
た
。

更
に
、
本
書
は
本
学
を
は
じ
め
大
阪
大
学
・
立
教
大
学
・
静
岡
女
子
短
期
大
学

な
ど
に
て
演
習
用
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
近
く
は
二
三
の
大
学
で
も
そ
の
対
象
と

し
て
選
定
す
る
と
聞
く
。

　
如
上
の
研
究
上
の
諸
状
況
を
加
味
し
、
こ
こ
に
『
閑
居
友
』
の
本
文
校
訂
の

重
要
性
を
認
識
し
て
、
そ
の
作
業
に
着
手
す
る
に
至
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
岩

瀬
文
庫
本
を
底
本
に
し
て
、
数
本
を
以
て
校
合
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ

の

本
文
に
よ
り
、
今
後
一
段
と
精
確
な
研
究
の
進
展
に
幾
分
た
り
と
も
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
凡
　
　
例

一
、

本
文
は
岩
瀬
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
、
こ
れ
に
尊
経
閣
蔵
伝
為
相
筆
本
・

　
宮
内
庁
書
陵
部
本
・
尊
経
閣
蔵
謹
玄
本
・
神
宮
文
庫
蔵
本
・
続
群
書
類
従
本

　
・
版
本
（
無
刊
記
本
）
を
以
て
校
合
し
た
。

二
、
校
異
の
部
分
に
示
し
た
略
号
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
為
－
尊
経
閣
蔵

　
伝

為
相
筆
本
、
宮
－
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
諌
－
尊
経
閣
蔵
語
玄
本
、
神

　－
神
宮
文
庫
蔵
本
　
　
類
－
続
群
書
類
従
本
　
　
版
－
版
本
（
無
刊

　
記
本
）

三
、
校
合
は
、
漢
字
．
仮
名
の
異
同
に
至
る
ま
で
微
視
的
に
作
業
し
、
本
文
系

　
統
の
究
明
に
資
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
た
だ
し
、
明
ら
か
に
意
味
を
異
に

す
る
場
合
以
外
は
、
異
体
字
は
そ
の
異
同
を
示
さ
な
い
こ
と
を
原
則
と
す

　
る
。

一
七
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四
、
底
本
は
そ
の
本
文
を
忠
実
に
再
現
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
と
異
な
る
場
合
は

　

（　
）
を
付
し
て
正
し
い
形
を
示
し
た
。

五
、
底
本
に
明
ら
か
な
誤
が
存
す
る
場
合
は
、
　
〔
　
〕
符
号
を
付
し
て
訂
正
し

　
た
。

六
、
底
本
に
見
ら
れ
る
誤
記
訂
正
の
跡
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。
ま
た
、
○
な

　
ど
を
付
し
て
脱
文
の
補
記
を
し
て
あ
る
部
分
も
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　

例
　
か
s
り
ほ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
性
を
そ
な
ゑ
て
侍
也
。
地
獄
餓
鬼
ま
で
も
み
な

　
　
　
例
も
の
な
く
。
仏
性
な
き
も
の
は
ひ
と
り
も

七
、
反
復
符
号
は
底
本
通
り
「
く
」
を
以
て
示
す
が
、
一
字
の
場
合
は
「
々

　
」
で
さ
し
示
し
た
。

八
、
上
巻
第
一
話
に
は
、
錯
簡
が
存
す
る
が
、
正
常
に
復
元
し
た
形
で
各
諸
本

　
を
対
校
し
た
。

九
、
表
題
は
底
本
通
り
巻
初
に
列
挙
し
、
更
に
各
話
の
は
じ
め
に
も
特
別
に
付

　
し
た
。
こ
の
場
合
、
巻
初
の
部
分
で
校
異
を
示
し
、
各
話
に
付
し
た
表
題
で

　

は
、
そ
れ
を
省
略
し
た
。

十
、
本
文
異
同
は
、
そ
の
重
要
度
か
ら
二
分
類
し
て
提
示
し
た
。
即
ち
、
本
文

　
中
に
標
示
し
た
数
字
を
○
で
か
こ
ん
だ
形
は
、
意
味
を
異
に
す
る
か
そ
れ
に

　
準
ず

る
も
の
で
あ
り
、
　
（
　
）
を
付
し
た
場
合
は
、
単
に
文
字
の
異
同
（
漢

　
字

と
仮
名
）
や
省
略
な
ど
に
と
ど
ま
り
、
意
味
内
容
ま
で
規
制
し
て
い
な
い

　
個
所
を

意
味
す
る
。

　
閑
居
友
　
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
（
2
）

真
如
親
王
天
竺
に
わ
た
り
た
ま
ふ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

如
幻
僧
都
の
発
心
の
こ
と

　
　
　
　
　
（
を
）
（
4
）
　

⑤

（
6
）

玄
賓
僧
都
門
お
さ
し
て
善
珠
僧
正
を
い
れ
ぬ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
？
）
　
（
わ
）

空
也
上
人

あ
な
も
の
さ
は
か
し
や
と
わ
ひ
た
ま
ふ
事

清
海
上
人
の
発
心
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

あ
つ
ま
の
ひ
し
り
の
て
つ
か
ら
山
お
く
り
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
⑫

清
水
の
は
し
の
し
た
の
乞
食
の
説
法
事

　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

お

し
の
ま
ね
し
た
る
上
人
の
ま
こ
と
の
人
に
法
文
云
事

　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
　
　
　
　
⑯

あ
つ
ま
の
か
た
に
不
軽
お
か
み
け
る
老
僧
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

覚
弁
法
師
浬
築
経
と
き
て
高
座
に
て
お
は
る
事

一
八

　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
（
を
×
お
）
　
（
1
9
）

は

り
ま
の
国
の
僧
の
心
お
～
こ
す
事

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

あ
ふ
み
の
い
し
た
う
の
僧
の
世
を
の
か
る
s
事

　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
（
2
2
）

か

う
野
の
ひ
し
り
の
山
か
ら
に
よ
り
て
心
を
s
こ
す
事

　
　
　
（
を
）
　
　
（
2
3
）
　
　
　
（
お
）
　
　
　
（
別
）

常
陸
国
の
お
と
こ
心
を
s
こ
し
て
山
に
い
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
（
2
6
）

す

る
か
の
国
う
つ
の
山
に
い
ゑ
ゐ
せ
る
僧
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
（
2
7
）

下
野
守
義
朝
の
郎
等
の
心
を
～
こ
す
事

　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
（
を
）
（
3
9
）
　
　
（
“
）
　
（
3
2
）

稲
荷
山
の
ふ
も
と
に
日
を
s
か
み
て
涙
お
　
な
か
す
入
道
事

　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
弥
（
3
4
）
　
（
3
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

あ
や
し
の
入
道
空
也
上
人
南
無
阿
弥
陀
仏
み
か
は
の
入
道
南
無
阿
み
た
仏
と

　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

s
な
ふ
る
事

　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
（
を
）
（
4
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ら
す
事

あ
や
し
の
僧
の
宮
つ
か
へ
の
ひ
ま
に
不
浄
観
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
（
4
4
）

　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
　
　
　
を
　

あ
や
し
の
お
と
こ
野
は
ら
に
て
か
は
ね
を
み
て
心
を
s
こ
す
事

　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

か

ら
は
し
か
は
ら
の
女
の
か
は
ね
の
事

〔
校
異
〕
（
1
）
わ
た
り
↓
渡
り
（
神
）
（
2
）
た
ま
ふ
↓
給
ふ
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
3
）

　
　
　

こ
と
↓
事
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
4
）
門
お
↓
門
を
（
宮
・
課
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　

⑤
善
珠
僧
正
を
↓
善
珠
僧
正
お
（
為
）
善
珠
僧
都
を
（
潭
・
神
・
類
・
版
）
（
6
）

　
　
　

い
れ
ぬ
↓
入
ぬ
（
神
）
（
7
）
も
の
↓
物
（
神
）
（
8
）
わ
ひ
た
ま
ふ
↓
佗
給
ふ
（
神
）

　
　
　

わ
ひ
た
も
ふ
（
類
）
（
9
）
ひ
し
り
の
↓
ひ
し
り
（
讃
・
神
・
類
・
版
）
⑩
山
お
く

　
　
　

り
↓
お
く
も
（
謂
）
山
送
り
（
神
）
（
1
1
）
は
し
の
し
た
↓
橋
の
下
（
神
）
⑫
説
法
↓

　
　
　

説
法
の
（
神
・
類
・
版
）
（
1
3
）
お
し
↓
謂
「
お
」
の
傍
に
コ
を
鰍
」
と
記
す
⑭

　
　
　

上
人
の
ま
こ
と
の
↓
上
人
誠
の
（
神
）
（
1
5
）
あ
つ
ま
↓
東
（
神
）
⑮
お
か
み
け
る

　
　
　

↓
お
か
み
か
、
る
（
謂
・
類
・
版
）
拝
み
か
s
る
（
神
）
（
1
7
）
お
は
る
↓
を
は
る

　
　
　

（課
）
終
ル
（
神
）
（
1
8
）
僧
の
↓
僧
（
神
）
（
1
9
）
心
お
～
こ
す
↓
心
を
、
こ
す
（
宮
）

　
　
　

心
を
お
こ
す
（
諦
・
神
・
類
・
版
）
（
2
0
）
い
し
た
う
↓
石
塔
（
神
）
（
2
1
）
か
う
野
の

　
　
　

ひ

し
り
の
⊥
高
野
の
聖
の
（
神
）
（
2
2
）
心
を
s
こ
す
↓
心
お
s
こ
す
（
為
）
心
を

　
　
　

お
こ
す
（
謂
・
類
・
版
）
心
を
発
す
（
神
）
（
2
3
）
お
と
こ
↓
男
（
神
）
（
2
4
）
心
を
s

　
　
　

こ
し
て
↓
心
を
お
こ
し
て
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
2
5
）
い
ゑ
ゐ
↓
家
居
（
神
）

　
　
　

（
2
6
）
僧
事
↓
僧
の
事
（
神
・
類
・
版
）
（
2
7
）
郎
等
の
心
を
s
こ
す
↓
郎
等
の
心

　
　
　

お
s
こ
す
（
為
）
郎
等
の
心
を
お
こ
す
（
謂
・
類
・
版
）
郎
等
心
を
お
こ
す
（
神
）

　
　
　

（
2
8
）
ふ
も
と
↓
麓
（
神
）
（
2
9
）
日
を
s
か
み
て
↓
日
を
お
か
み
て
（
宮
・
語
・

　
　
　

類
・
版
）
日
を
拝
み
て
（
神
）
（
3
0
）
涙
お
↓
涙
を
（
宮
）
泪
を
（
謂
・
神
・
類
・

　

F
　
版
）
（
3
1
）
な
か
す
↓
流
ス
（
神
）
（
3
2
）
入
道
↓
入
道
の
（
神
・
類
・
版
）
⑳
あ
や

　
ば

※

弥
　
し
の
↓
あ
し
や
の
（
謂
）
（
3
4
）
南
無
阿
※
陀
仏
↓
南
無
阿
弥
陀
仏
（
宮
・
諌
・

　
　
　
神
・
類
・
版
）
（
3
5
）
み
か
は
の
↓
み
か
は
（
神
）
（
3
6
）
南
無
阿
み
た
仏
↓
南
無

　
　
　

阿
弥
陀
仏
（
神
）
な
む
あ
み
た
仏
（
類
）
な
む
阿
み
た
仏
（
版
）
（
3
7
）
s
な
ふ
る
↓

　
　
　

と
な
ふ
る
（
謂
・
類
・
版
）
唱
ふ
る
（
神
）
（
3
8
）
僧
の
↓
そ
う
の
（
為
・
宮
）

　
　
　

（
3
9
）
ひ
ま
↓
隙
（
神
）
（
4
0
）
不
浄
観
お
↓
不
浄
観
を
（
宮
・
謹
・
神
．
類
・
版
）
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（
4
1
）
お
と
こ
↓
男
（
神
）
（
4
2
）
野
は
ら
↓
野
原
（
神
）
（
4
3
）
み
て
↓
見

て

（神
）
　
（
4
4
）
心
を
s
こ
す
↓
心
を
お
こ
す
（
諌
・
類
・
版
）
心
を
発
す

（神
）
（
4
5
）
か
は
ら
↓
河
原
（
神
）

　
一
、
真
如
親
王
天
竺
に
わ
た
り
た
ま
ふ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
②
③
（
4
）

　
昔
、
真
如
親
王
と
い
ふ
人
い
ま
そ
か
り
け
り
。
な
ら
の
御
門
ノ
第
三
の
御
子

（

5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
〔
7
）
　
　
　
　
　
（
を
）
（
8
）

也
。
い
ま
た
か
し
ら
お
ろ
し
た
ま
は
ぬ
さ
き
に
は
、
た
か
お
か
の
親
王
と
そ
申

　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
（
9
）
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

け
る
。
か
さ
り
を
s
と
し
た
ま
ひ
て
の
ち
は
、
道
詮
律
師
に
あ
ひ
て
、
三
論
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
（
1
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

を

き
は
め
、
弘
法
大
師
に
し
た
か
ひ
て
真
言
お
な
ら
ひ
給
け
り
。
法
門
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

お

ほ
つ
か
な
き
こ
と
お
ほ
し
と
て
、
つ
ゐ
に
も
ろ
こ
し
に
そ
わ
た
り
給
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
（
を
）
　
　
　
（
1
8
）

宗
叡
僧
正
と
s
も
な
ひ
給
け
る
か
、
宗
叡
は
文
殊
の
す
み
給
五
台
山
お
か
ま
ん

　
　
　
　
　
　
（
9
ユ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
て
ゆ
き
た
ま
ふ
。
親
王
は
、
も
の
な
ら
ふ
へ
き
師
を
た
っ
ね
給
け
る
ほ
と

　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

に
、
昔
こ
の
や
ま
と
の
国
の
人
に
て
円
載
和
尚
と
い
ひ
し
人
の
唐
に
と
s
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

た

り
け
る
か
、
親
王
の
わ
た
り
給
よ
し
を
き
s
て
、
御
門
に
奏
た
り
け
れ
は
、

　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
（
2
9
）
（
3
0
）

御
門
あ
は
れ
み
て
法
味
和
尚
と
い
ふ
人
に
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
て
学
問
あ
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
×
3
1
）

と
、
心
に
も
か
な
は
さ
り
け
れ
は
、
つ
ゐ
に
天
竺
に
そ
わ
た
り
た
ま
ひ
に
け

（
3
2
）
　
　
　
　
（
を
×
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
）

る
。
錫
杖
お
つ
き
て
、
あ
し
に
ま
か
せ
て
ひ
と
り
ゆ
く
。
こ
と
は
り
に
も
す
き

　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
（
4
0
）

て

わ

つ

ら
ひ
お
ほ
し
な
と
侍
を
み
る
に
も
、
か
な
し
み
の
な
み
た
か
き
や
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
（
4
2
）

た

し
。
玄
英
法
顕
な
と
の
む
か
し
の
あ
と
に
お
も
ひ
あ
は
す
る
に
も
、
さ
こ
そ

　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
（
ふ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

は

け
は
し
く
あ
や
う
く
侍
け
め
と
あ
は
れ
な
り
。
さ
て
、
返
給
へ
き
ほ
と
も
す

（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

き
ぬ
れ
は
、
い
き
し
に
わ
き
ま
へ
か
た
し
と
て
、
こ
ま
か
に
そ
た
つ
ね
あ
り
け

⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
（
わ
×
5
2
）

る
。
も
ろ
こ
し
の
返
事
に
、
天
竺
に
わ
た
り
給
ほ
と
に
、
み
ち
に
て
お
は
り
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
×
5
4
）
　
　
　
（
5
5
）

ま
ふ
よ
し
ほ
の
か
に
き
く
と
侍
け
る
に
そ
、
は
し
め
て
た
ま
し
ゐ
を
う
つ
し
給

よ
し
を
し
り
に
け
る
。

　

〔
校
異
〕
（
1
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
②
け
り
↓
け
る
（
神
）
⑨
な
ら
の
↓
南
都
の
（
神
）
（
4
）
御

　
　
　
　

門
ノ
↓
御
門
の
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
5
）
御
子
也
↓
お
ん
子
な
り
（
類
）

　
　
　
　

（
6
）
た
ま
は
ぬ
↓
給
は
ぬ
（
神
）
（
7
）
さ
き
↓
先
（
神
）
（
8
）
た
か
お
か
↓
た
か

　
　
　
　

を
か
（
諌
・
類
・
版
）
た
か
岡
（
宮
・
神
）
（
9
）
か
さ
り
を
～
と
し
↓
か
さ
り
お

　
　
　
　
　
s
と
し
（
為
）
か
さ
り
を
お
と
し
（
宮
・
諌
・
類
・
版
）
か
さ
り
落
し
（
神
）
（
1
0
）

　
　
　
　

た
ま
ひ
て
の
ち
は
↓
給
ひ
て
後
は
（
神
）
（
1
1
）
あ
ひ
て
↓
逢
て
（
神
）
（
1
2
）
し
た

　
　
　
　

か
ひ

て
↓
随
ひ
て
（
神
）
（
1
3
）
真
言
お
↓
真
言
を
（
宮
・
課
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
　

（
1
4
）
つ
ゐ
に
↓
っ
い
に
（
為
・
宮
・
類
）
（
1
5
）
も
ろ
こ
し
に
そ
わ
た
り
↓
唐
土

　
　
　
　

に
そ

渡
り
（
神
）
（
1
6
）
と
s
も
な
ひ
↓
と
と
も
な
ひ
（
神
・
類
・
版
）
（
1
7
）
す
み

　
　
　
　

↓
住
（
神
）
（
1
8
）
お
か
ま
ん
↓
を
か
ま
ん
（
宮
）
（
1
9
）
ゆ
き
た
ま
ふ
↓
行
給
ふ

　
　
　
　

（宮
・
譜
・
神
）
ゆ
き
給
ふ
（
類
・
版
）
（
2
0
）
も
の
↓
物
（
神
）
（
2
1
）
師
を
↓
師
お

　
　
　
　

（為
）
（
2
2
）
昔
↓
む
か
し
（
語
・
類
・
版
）
（
2
3
）
と
い
ひ
し
人
の
唐
に
↓
と
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　

ひ
し
人
の
唐
に
（
為
）
と
云
シ
人
も
ろ
こ
し
に
（
神
）
（
2
4
）
わ
た
り
給
よ
し
を
き

　
　
　
　

s
て
↓
わ
た
り
給
よ
し
を
聞
て
（
課
）
渡
り
給
よ
し
を
聞
て
（
神
）
（
2
5
）
奏
た

　
　
　
　

り
↓
奏
し
た
り
（
神
・
類
・
版
）
⑳
御
門
↓
御
心
（
為
）
　
（
2
7
）
い
ふ
↓
云

　
　
　
　
　
（
神
）
（
2
8
）
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
て
↓
仰
セ
付
ラ
レ
て
（
神
）
（
2
9
）
学
問
↓
か

　
　
　
　
く
問
（
宮
）
（
3
0
）
あ
り
↓
有
（
神
）
（
3
1
）
っ
ゐ
に
↓
つ
い
に
（
為
）
終
に
（
神
）

　
　
　
　

（
3
2
）
た
ま
ひ
に
け
る
↓
給
ひ
け
る
（
神
）
（
3
3
）
錫
杖
お
↓
錫
杖
を
（
宮
・
諌

　
　
　
　
　
・
神
・
類
・
版
）
（
3
4
）
あ
し
に
↓
足
に
（
神
）
（
3
5
）
ひ
と
り
↓
独
り
（
神
）

　
　
　
　

（
3
6
）
す
き
て
わ
つ
ら
ひ
↓
過
て
煩
ひ
（
神
）
（
3
7
）
侍
を
↓
侍
お
（
為
）
侍
る

　
　
　
　

を
（
神
）
（
3
8
）
み
る
に
も
↓
み
る
に
（
神
）
（
3
9
）
か
な
し
み
↓
か
な
し
ひ

　
　
　
　
　
（
課
）
（
4
0
）
な
み
た
↓
涙
（
神
）
（
4
1
）
む
か
し
の
↓
昔
の
（
為
・
宮
）
（
4
2
）

　
　
　
　

あ
と
↓
跡
（
神
）
㊨
け
は
し
く
↓
は
け
し
く
（
神
）
（
4
4
）
さ
て
↓
欠
文
（
神
）

　
　
　
　
　
（
4
5
）
返
給
へ
き
↓
か
へ
り
給
へ
き
（
神
・
類
・
版
）
（
4
6
）
す
き
↓
過
（
神
）

　
　
　
　
　
（
4
7
）
わ
き
ま
へ
↓
わ
き
ま
ゑ
（
為
・
宮
）
⑱
た
つ
ね
あ
り
け
る
↓
尋
ね
有

　
　
　
　

け
り
（
神
）
（
4
9
）
返
事
に
↓
返
事
（
神
）
（
5
0
）
わ
た
り
↓
渡
り
（
神
）
（
5
1
）

　
　
　
　

み
ち
に
て
↓
道
に
て
（
為
・
宮
・
神
）
（
5
2
）
お
は
り
↓
終
り
（
神
）
（
5
3
）
き

　
　
　
　

く
と
↓
聞
と
（
神
）
（
5
4
）
た
ま
し
ゐ
を
↓
た
ま
し
ゐ
お
（
為
）
（
5
5
）
う
つ
し

　
　
　
　

↓
移
シ
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
（
2
）
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
わ
た

り
た
ま
ひ
け
る
道
の
よ
う
い
に
大
か
ん
し
を
三
も
ち
た
ま
ひ
た
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
、
つ
か
れ
た
る
す
か
た
し
た
る
人
い
て
き
て
こ
ひ
け
れ
は
、
と
り
い
て
s
中

　
　
　
（
ひ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に

も
ち
い
さ
き
を
あ
た
へ
給
け
り
。
こ
の
人
、
お
な
し
く
は
お
ほ
き
な
る
を
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
　
（
9
）

つ
か

ら
は
や
と
い
ひ
け
れ
は
、
我
は
こ
れ
に
て
す
ゑ
も
か
き
ら
ぬ
道
お
ゆ
く
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゑ
）
（
1
0
）

し
。
汝
は
こ
s
の
も
と
人
也
。
さ
し
あ
た
り
た
る
う
へ
を
ふ
せ
き
て
は
た
り
ぬ

　
　
　
　
（
H
）
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）
さ

へ
し
と
あ
り
け
れ
は
、
こ
の
人
菩
薩
の
行
は
さ
る
事
な
し
。
汝
心
ち
い
と
し
。

　
　
（
ひ
）
　
⑭
（
1
5
）
（
1
6
）
（
1
7
）
　
　、

」

心
ち
い
さ
き
人
の
ほ
と
こ
す
も
の
を
は
う
く
へ
か
ら
す
と
て
、
か
き
け
ち
う
せ

（

1
8
）
　
（
1
9
）
　

（

2
0
）
⑳

に

け
り
。
親
王
あ
や
し
く
て
、
化
人
の
出
来
て
わ
か
こ
s
ろ
を
は
か
り
た
ま
ひ

　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

け
る
に
こ
そ
と
く
や
し
く
あ
ち
き
な
し
。
さ
て
、
や
う
く
す
s
み
ゆ
く
ほ
と

　
　
　
（
ひ
×
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

に
、
つ
い
に
虎
に
ゆ
き
あ
ひ
て
、
む
な
し
く
い
の
ち
お
は
り
ぬ
と
な
ん
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
）
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

こ
と
は
、
親
王
の
伝
に
も
み
へ
侍
ら
ね
は
、
し
る
し
い
れ
ぬ
る
な
る
へ
し
。
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

の

か

し
こ
き
人
々
の
、
天
竺
に
わ
た
り
給
へ
る
事
を
し
る
せ
る
ふ
み
に
も
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
⑯
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
（
3
9
）

唐
新
羅
の
人
々
は
か
す
あ
ま
た
み
え
侍
れ
と
、
こ
の
国
の
人
は
ひ
と
り
も
み
え

　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

さ
ん
め
る
に
、
こ
の
親
王
の
お
も
ひ
た
ち
給
け
ん
心
の
ほ
と
、
い
と
く
あ
は

一
九
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（
4
2
）

れ
に

か

し
こ
く
侍
り
。
昔
は
、
や
す
み
し
る
ま
う
け
の
す
へ
ら
き
に
て
、
も
s

（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嶋
）
　
　
　
（
4
6
）

の

つ
か

さ
に
あ
ふ
か
れ
き
と
い
へ
と
も
、
い
ま
は
道
の
ほ
と
り
の
た
ひ
の
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
（
5
1
）

　
（
ひ
）
（
4
7
）

し
い
と
し
て
、
ひ
と
り
い
つ
く
に
か
お
も
む
き
た
ま
ひ
け
ん
と
返
々
に
あ
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
　
　
（
5
3
）

に
侍

り
。
大
唐
の
義
朗
律
師
の
天
竺
に
ゆ
く
と
て
身
を
ほ
ろ
ほ
し
た
る
事
を
い

　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

ふ
所

に
、
師
子
州
に
も
す
て
に
み
え
す
。
中
印
度
に
も
ま
た
き
こ
え
す
。
お
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）
（
5
8
）
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

　
　
　
（
5
7
）

く
は
こ
れ
た
ま
し
ゐ
異
代
に
か
へ
る
ら
ん
と
侍
事
お
も
ひ
い
て
ら
れ
て
、
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
　
　
　
　
（
6
3
）
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

か

く
に
心
す
そ
ろ
に
侍
。
さ
て
も
、
し
ん
王
の
身
は
は
る
か
の
さ
か
ひ
に
う
つ

　
　
　
　
　
（
6
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
そ
6

り
給
け
れ
と
も
、
み
つ
き
も
の
は
猶
あ
と
に
そ
な
へ
ら
れ
け
ん
事
な
さ
け
ふ
か

　
　
　
（
6
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

く
き
こ
え
侍
れ
。

　

〔
校
異
）
（
1
）
わ
た
り
た
ま
ひ
け
る
↓
渡
り
給
ひ
け
る
（
神
）
　
（
2
）
道
の
↓
み
ち
の

　
　
　
　
　
（
謹
・
類
・
版
）
（
3
）
よ
う
い
に
↓
用
意
に
（
神
）
（
4
）
大
か
ん
し
を
三
も

　
　
　
　

ち
た
ま
ひ
↓
大
か
ん
し
お
三
も
ち
た
ま
ひ
（
為
）
大
か
ん
し
を
三
持
給
（
神
）

　
　
　
　
　
（
5
）
い
て
き
て
こ
ひ
け
れ
は
↓
出
来
て
乞
け
れ
は
（
神
）
　
（
6
）
と
り
い

　
　
　
　

て

s
↓
と
り
出
て
（
神
）
（
7
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
8
）
こ
れ
に
て
↓
是
に
て

　
　
　
　
　
（
神
）
（
9
）
道
お
ゆ
く
↓
道
を
ゆ
く
（
宮
）
道
を
行
（
神
）
み
ち
を
ゆ
く
（
謂

　
　
　
　
　
・
版
）
み
を
ゆ
く
（
類
・
「
ち
脱
か
」
と
傍
記
）
（
1
0
）
う
へ
を
↓
う
ゑ
お

　
　
　
　
　
（
為
・
宮
）
（
1
1
）
あ
り
↓
有
（
神
）
（
1
2
）
こ
の
人
↓
此
人
（
神
）
⑬
行
は
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　

給
は
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
⑭
汝
心
ち
い
と
し
。
心
ち
い
さ
き
人
の
↓
汝
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　

ち
い
さ
き
人
の
（
宮
）
汝
心
ち
い
さ
し
。
心
ち
い
さ
か
ら
ん
人
の
（
神
・
類

　
　
　
　
　
・
版
）
（
1
5
）
ほ
と
こ
す
↓
施
す
（
神
）
（
1
6
）
を
は
↓
お
は
（
為
）
（
1
7
）
う

　
　
　
　

く
↓
受
（
神
）
（
1
8
）
う
せ
に
↓
失
に
（
神
）
（
1
9
）
あ
や
し
く
て
↓
あ
や
し
く

　
　
　
　
　
（
宮
）
（
2
0
）
わ
か
こ
s
ろ
を
↓
わ
か
し
ろ
を
（
宮
）
我
心
を
（
神
）
⑳
は
か

　
　
　
　

り
た
ま
ひ
↓
は
か
り
給
ひ
（
謂
）
は
か
ら
ひ
（
神
・
類
・
版
）
⑳
こ
そ
↓
社

　
　
　
　
　
（
神
）
そ
（
類
）
（
2
3
）
く
や
し
く
↓
悔
し
く
（
神
）
（
2
4
）
さ
て
↓
扱
（
神
）

　
　
　
　
　
（
2
5
）
や
う
く
↓
漸
（
神
）
や
う
や
う
（
類
）
　
（
2
6
）
つ
い
に
↓
つ
ゐ
に

　
　
　
　
　
（
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
2
7
）
ゆ
き
あ
ひ
て
↓
行
あ
ひ
て
（
神
）
（
2
8
）
い
の
ち

　
　
　
　

お
は
り
ぬ
↓
命
を
は
り
ぬ
（
神
）
（
2
9
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
3
0
）
み
へ
↓
見
え

　
　
　
　
　
（
諏
・
神
・
版
）
見
へ
（
類
）
（
3
1
）
い
れ
↓
入
（
神
）
（
3
2
）
わ
た
り
給
へ
る

　
　
　
　

↓
渡
り
玉
へ
る
（
語
）
渡
り
給
へ
る
（
神
）
（
3
3
）
ふ
み
↓
文
（
神
）
（
3
4
）
か

　
　
　
　

す
↓
数
（
神
）
（
3
5
）
み
え
↓
み
へ
（
類
）
⑯
侍
れ
と
↓
侍
れ
は
（
神
）
（
3
7
）

　
　
　
　

こ
の
↓
此
（
神
）
（
3
8
）
ひ
と
り
も
↓
独
り
も
（
神
）
（
3
9
）
み
え
↓
み
ゑ
（
為

　
　
　
　
　
・
宮
）
（
4
0
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
4
1
）
お
も
ひ
た
ち
↓
思
ひ
立
（
神
）
（
4
2
）
あ
は

　
　
　
　

れ
に
↓
哀
に
（
神
）
（
4
3
）
も
s
の
↓
も
も
の
（
謹
）
百
の
（
神
）
（
4
4
）
い
へ

　
　
　
　

と
も
↓
い
へ
共
（
神
）
（
4
5
）
ほ
と
り
↓
辺
り
（
神
）
（
4
6
）
た
ひ
の
↓
欠
文

　
　
　
　
　
（
神
）
（
4
7
）
た
ま
し
い
↓
た
ま
し
ゐ
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
4
8
）
い
つ
く
に

　
　
　
　

か
↓
い
つ
く
に
（
類
）
（
4
9
）
お
も
む
き
↓
を
も
む
き
（
謹
）
底
本
の
「
む
」

　
　
　
　

は
「
ひ
」
に
も
似
る
が
「
む
」
と
判
読
（
5
0
）
た
ま
ひ
け
ん
↓
給
ひ
け
ん
（
神
）

二
〇

　
　
　
　
　
底
本
は
「
て
ん
」
と
も
よ
め
る
（
5
1
）
返
々
に
↓
返
々
（
為
・
宮
）
返
々
も

　
　
　
　
　

（神
・
類
・
版
）
（
5
2
）
ゆ
く
↓
行
（
神
）
（
5
3
）
身
を
↓
身
お
（
為
）
（
5
4
）
事

　
　
　
　
　
を

い

ふ
所
に
↓
事
ヲ
云
所
に
（
神
）
　
（
5
5
）
み
え
↓
み
へ
（
為
・
宮
・
類
）

　
　
　
　
　

（
5
6
）
き
こ
え
す
↓
聞
え
す
（
神
）
（
5
7
）
こ
れ
↓
是
（
神
）
（
5
8
）
た
ま
し
ゐ

　
　
　
　
　
↓
玉
し
ゐ
（
課
）
⑲
異
代
↓
累
代
（
類
）
（
6
0
）
か
へ
る
ら
ん
と
・
侍
事
↓
か

　
　
　
　
　
へ
と
侍
る
事
（
神
・
類
・
版
）
（
6
1
）
お
も
ひ
い
て
ら
れ
て
↓
思
出
て
ら
れ
て

　
　
　
　
　

（神
）
思
て
ら
れ
て
（
類
・
版
）
（
6
2
）
心
す
そ
ろ
に
侍
↓
心
す
s
う
に
侍
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
（
神
）
こ
s
う
す
～
う
に
侍
り
（
類
・
版
）
（
6
3
）
さ
て
も
↓
さ
て
。
（
為
〉
扱
も

　
　
　
　
　

（神
）
（
6
4
）
し
ん
王
↓
親
王
（
宮
・
神
）
（
6
5
）
け
れ
と
も
↓
け
れ
共
（
神
）

　
　
　
　
　
こ
そ
　
　
こ
そ

　
　
　
　
　
⑯
事
↓
事
（
為
）
事
こ
そ
（
宮
）
こ
そ
（
謂
・
神
・
無
・
類
）
（
6
7
）
ふ
か
く
き

　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
こ
え
↓
深
く
聞
え
（
神
）

　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
（
4
）

　

さ
て
も
、
発
心
集
に
は
伝
記
の
中
に
あ
る
人
々
あ
ま
た
み
え
侍
め
れ
と
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

（
5
）

の

ふ
み

に

は

伝
に

の

れ

る
人
を
は
い
る
s
こ
と
な
し
。
か
つ
は
、
か
た
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

s
か
り
も
侍
り
。
ま
た
よ
の
中
の
人
の
な
ら
ひ
は
、
わ
つ
か
に
お
の
れ
か
せ
は

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

く
あ
さ
く
も
の
を
み
た
る
ま
s
に
、
こ
れ
は
そ
れ
か
し
か
し
る
せ
る
も
の
s
中

　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
（
1
8
）

に

あ
り
し
事
そ
か
し
な
と
、
よ
に
も
た
や
す
け
に
い
ふ
人
も
あ
る
へ
し
。
ま

（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

た
、
も
と
よ
り
ふ
て
を
と
り
て
も
の
を
し
る
せ
る
も
の
s
心
さ
し
は
、
我
こ
の

へ
2
2
）

事
を

し
る
し
と
～
め
す
は
、
後
の
よ
の
人
い
か
て
か
こ
れ
を
し
る
へ
き
と
思
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

り
は
し
ま
れ
る
わ
さ
な
る
へ
し
。
さ
れ
は
こ
そ
、
章
安
大
師
は
、
こ
の
事
も
し

　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

お

ち
な
は
将
来
も
か
な
し
む
へ
し
と
は
か
き
た
ま
ふ
ら
め
。
い
は
ん
や
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
⑳

ふ

る
き
人
の
心
も
た
く
み
に
詞
も
と
S
の
ほ
り
て
し
る
せ
ら
ん
お
や
い
ま
あ
や

　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
　
　
　
　
　
（
3
6
）

し
け
に
ひ
き
な
し
た
ら
ん
も
い
か
s
と
お
ほ
え
侍
。
ま
た
こ
の
か
き
し
る
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

お

く
と
も
に
、
い
さ
s
か
天
竺
展
旦
日
域
の
む
か
し
の
あ
と
を
ひ
と
ふ
て
な
と

　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
（
を
）
（
4
1
）
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
（
4
4
）

　
　
　
　
（
3
8
）

ひ

き
あ
は
せ
た
る
事
の
侍
は
、
こ
れ
お
は
し
に
て
し
り
そ
む
る
え
と
も
や
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
4
）

侍
ら
ん
な
と
お
も
ひ
た
ま
ひ
て
、
つ
か
う
ま
つ
れ
る
也
。
長
明
は
、
人
の
耳
を

⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
〔
伝
〕
　
　
　
　
　
⑳
　
　
（
を
）

も
よ
ろ
こ
は
し
め
、
ま
た
け
ち
え
ん
に
も
せ
む
と
て
こ
そ
、
僧
の
う
ち
の
人
お

（
5
1
）
　
　
　
　
（
を
×
5
2
）
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
（
5
6
）

も
の
せ
け
ん
お
、
よ
の
人
の
さ
や
う
に
は
お
も
は
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侍
に

な
ら
ひ
て
か
や
う

　
　
　
　
（
5
7
）
　
（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

に

も
お
も
ひ
侍
る
な
る
へ
し
。
ゆ
め
く
く
さ
か
く
れ
な
き
か
け
に
も
、
我
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

そ

は
む

る
詞
か
な
と
は
お
も
ふ
ま
し
き
也
。

　

〔
校
異
〕
（
1
）
さ
て
も
↓
扱
（
神
）
（
2
）
あ
る
↓
有
（
神
）
（
3
）
み
え
↓
み
ゑ
（
為
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　

宮
）
見
え
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
4
）
侍
め
れ
と
↓
侍
れ
と
（
為
）
　
（
5
）
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こ
の
↓
此
（
神
）
（
6
）
人
を
↓
人
お
（
為
）
（
7
）
こ
と
↓
事
（
語
・
神
）

（
8
）
か
た
く
↓
か
た
か
た
（
類
）
⑨
よ
の
中
↓
世
の
間
（
神
）
（
1
0
）
な
ら

ひ
↓
習
ひ
（
神
）
（
1
1
）
お
の
れ
↓
を
の
れ
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
1
2
）
も
゜
の

を
↓
も
の
お
（
為
）
（
1
3
）
み
た
る
↓
見
た
る
（
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
1
4
）
こ

れ
は
↓
是
は
（
神
）
（
1
5
）
し
る
せ
る
↓
せ
る
（
神
・
類
・
版
）
（
1
6
）
あ
り
↓

有
（
神
）
⑰
た
や
す
け
に
↓
た
は
や
す
け
に
（
謂
・
版
）
（
1
8
）
い
ふ
↓
云
（
神
）

（
1
9
）
ま
た
↓
又
（
神
）
（
2
0
）
ふ
て
を
↓
筆
を
（
神
）
（
2
1
）
も
の
を
↓
も
の
お

（為
）
物
を
（
神
）
　
（
2
2
）
こ
の
事
↓
こ
の
こ
と
（
課
・
類
・
版
）
此
こ
と

（神
）
（
2
3
）
こ
そ
↓
社
（
神
）
（
2
4
）
こ
の
事
↓
此
事
（
神
）
（
2
5
）
も
し
お

ち
な
は
↓
若
落
な
は
（
神
）
　
（
2
6
）
か
な
し
む
↓
な
し
む
（
宮
）
か
な
し
ふ

（語
）
（
2
7
）
か
き
た
ま
ふ
↓
書
給
ふ
（
神
）
（
2
8
）
ま
た
↓
又
（
神
）
（
2
9
）
心
も

↓
こ
、
う
も
（
類
・
版
）
（
3
0
）
と
s
の
ほ
り
て
↓
と
～
の
を
り
て
（
諌
）
⑪

し
る
せ
ら
ん
お
や
↓
し
る
せ
ら
ん
お
や
（
為
）
し
る
せ
ら
ん
を
（
宮
）
し
る

　
　
　
　
　
　
こ

せ
ん
を
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
3
2
）
ひ
き
↓
引
（
神
）
（
3
3
）
ら
ん
↓
ら
む

（為
・
宮
）
（
3
4
）
い
か
x
と
↓
い
か
s
（
神
）
（
3
5
）
侍
↓
侍
る
（
神
）
（
3
6
）
ま

た
こ
の
か
き
し
る
せ
る
↓
又
此
書
し
る
せ
る
（
神
）
（
3
7
）
あ
と
↓
跡
（
神
）

（
3
8
）
ひ
き
あ
は
せ
↓
引
合
（
神
）
（
3
9
）
事
↓
こ
と
（
謹
・
類
・
版
）
（
4
0
）
侍

は
↓
侍
る
は
（
神
）
（
4
1
）
こ
れ
お
↓
こ
れ
を
（
宮
・
類
・
版
）
是
を
（
神
）

（
4
2
）
し
り
↓
知
（
神
）
（
4
3
）
な
り
↓
成
（
神
）
（
4
4
）
侍
は
、
こ
れ
お
は
し
に

て
し
り
そ
む
る
え
と
も
や
な
り
↓
欠
文
（
謹
）
（
4
5
）
お
も
ひ
た
ま
ひ
て
↓
思

ひ

玉
ひ

て

（諌
）
思
ひ
給
ひ
て
（
神
・
類
・
版
）
⑭
耳
を
も
↓
耳
お
も
（
為

．
宮
）
耳
を
は
（
神
）
（
4
7
）
ま
た
け
ち
え
ん
に
も
↓
又
結
縁
に
も
（
神
）
（
4
8
）

せ
む
↓
せ
ん
（
神
・
類
・
版
）
（
4
9
）
こ
そ
↓
社
（
神
）
⑳
僧
の
う
ち
の
↓
伝

の
う
ち
の
（
為
・
宮
・
類
・
版
）
伝
の
中
の
（
神
）
（
5
1
）
人
お
も
↓
人
を
も

（宮
・
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
5
2
）
け
ん
お
↓
け
ん
を
（
謹
・
神
・
類
・
版
）

（
5
3
）
よ
の
人
の
↓
よ
の
人
（
宮
）
世
の
人
の
（
神
）
（
5
4
）
さ
や
う
↓
左
様

（神
）
（
5
5
）
お
も
は
て
↓
欠
文
（
神
）
（
5
6
）
侍
に
↓
侍
る
に
（
神
）
（
5
7
）

お
も
ひ
↓
思
ひ
（
宮
）
（
5
8
）
侍
る
↓
侍
（
為
・
宮
）
（
5
9
）
く
さ
↓
草
（
神
）

（
6
0
）
か
け
に
も
↓
か
け
も
（
神
）
（
6
1
）
也
↓
な
り
（
為
・
宮
）

二
、
如
幻
僧
都
の
発
心
の
こ
と

　
　
（
1
）
（
2
）
（
お
）
（
3
）
④

　
昔
、
如
幻
僧
都
と
い
ふ
人
を
は
し
け
り
。
も
と
は
な
ら
の
京
東
大
寺
に
す
み

（

5
）
　
　
（
6
）
　
（
7
）
（
8
）
　
　
（
9
）
⑩

て
、
華
厳
宗
を
そ
な
ら
ひ
給
ひ
け
る
。
そ
の
こ
ろ
、
善
珠
大
徳
学
問
の
こ
う
た

　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
（
を
）
（
1
2
）
　
　
（
1
3
）
　
　
（
を
）
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

か

く
て
ね
ふ
り
お
の
ぞ
き
う
ゑ
お
し
の
ひ
て
見
え
け
れ
は
、
時
の
人
も
い
み
し

　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

き
こ
と
に
い
ひ
あ
へ
り
け
り
。
僧
都
こ
れ
を
み
て
、
我
い
か
に
か
く
も
ん
す
と

　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
（
を
×
1
9
）

も
こ
の
人
に
ま
さ
る
へ
か
ら
す
。
し
か
し
、
こ
の
道
お
あ
ら
た
め
て
、
ひ
と
す

　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ち
に
お
こ
な
ひ
の
道
に
お
も
む
き
て
、
こ
の
人
よ
り
は
さ
き
た
ち
て
世
の
き
こ

　
　
（
別
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

え
を
も
と
り
、
位
を
も
あ
か
ら
ん
と
お
も
ひ
て
、
く
ま
の
に
こ
も
り
て
身
を
く

　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

た

き
ほ
ね
を
s
り
て
ひ
と
す
ち
に
お
こ
な
ひ
た
ま
ひ
け
り
。
か
s
る
ほ
と
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
（
3
4
）

か
た

は

ら
に
、
わ
か
を
こ
な
ひ
を
五
六
か
さ
ね
た
ら
ん
ほ
と
に
お
こ
な
ふ
も
の

　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
（
3
9
）

あ
り
け
り
。
こ
れ
を
み
て
あ
さ
ま
し
と
思
ひ
て
、
さ
て
も
か
く
し
て
世
中
に
あ

　
　
（
4
0
）
　
　
（
ひ
）
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

り
て
は
つ
ゐ
に
は
い
か
な
る
へ
き
そ
と
思
ひ
つ
s
く
る
に
、
い
と
あ
ち
き
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

よ
し
な
く
て
、
や
か
て
は
し
り
い
て
た
ま
ひ
に
け
り
。

〔校
異
〕
（
1
）
昔
↓
む
か
し
（
課
・
神
）
（
2
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
3
）
を
は
し
↓
お

　
　
　

は

し
（
語
・
神
・
類
・
版
）
④
な
ら
の
↓
南
都
の
（
神
）
（
5
）
す
み
て
↓
住

　
　
　
て

（神
）
（
6
）
を
そ
↓
お
そ
（
為
）
（
7
）
な
ら
ひ
↓
習
ひ
（
神
）
（
8
）
給
ひ

　
　
　

↓
た
ま
ひ
（
為
・
宮
・
謹
・
類
・
版
）
給
（
神
）
　
（
9
）
そ
の
↓
其
（
宮
・

　
　
　
神
）
⑩
こ
ろ
↓
こ
ろ
は
（
謹
・
類
・
版
）
比
は
（
神
）
　
（
1
1
）
こ
う
た
か
く

　
　
　

て
↓
功
高
く
て
（
神
）
（
1
2
）
ね
ふ
り
お
↓
ね
ふ
り
を
（
宮
・
語
・
神
・
類
・

　
　
　

版
）
（
1
3
）
の
ぞ
き
↓
除
き
（
神
）
⑭
う
ゑ
お
↓
う
ゑ
を
（
宮
）
こ
ゑ
を
（
謂

　
　
　

・
神
・
類
・
版
）
　
（
1
5
）
見
え
け
れ
は
↓
み
え
け
れ
は
（
神
・
類
・
版
）
（

　
　
　

1
6
）
こ
と
に
↓
事
に
（
詣
・
神
）
（
1
7
）
か
く
も
ん
↓
字
同
（
神
）
（
1
8
）
こ
の

　
　
　

人
↓
此
人
（
神
）
（
1
9
）
こ
の
道
お
↓
こ
の
道
を
（
宮
・
諌
・
類
・
版
）
此
道

　
　
　

を
（
神
）
（
2
0
）
ひ
と
す
ち
に
↓
一
筋
に
（
神
）
（
2
1
）
お
も
む
き
て
↓
を
も
む

　
　
　

き
て
（
謹
）
（
2
2
）
こ
の
人
↓
此
人
（
神
）
（
2
3
）
さ
き
た
ち
て
↓
先
た
ち
て
（

　
　
　

神
）
（
2
4
）
き
こ
え
を
も
↓
き
こ
ゑ
お
も
（
為
）
き
こ
ゑ
を
も
（
宮
）
聞
え
を

　
　
　
も
（
課
・
神
）
（
2
5
）
位
を
も
↓
位
お
も
（
為
）
（
2
6
）
あ
か
ら
ん
と
↓
あ
か
ら

　
　
　

む
と
（
為
・
宮
・
神
）
（
2
7
）
お
も
ひ
て
↓
思
ひ
て
（
請
・
神
・
類
・
版
）
　
（

　
　
　

2
8
）
く
ま
の
に
こ
も
り
て
↓
熊
野
に
籠
り
て
（
神
）
（
2
9
）
ほ
ね
を
s
り
て
↓

　
　
　

ほ
ね
を
お
り
て
（
諌
・
類
・
版
）
骨
を
折
て
（
神
）
（
3
0
）
ひ
と
す
ち
に
↓

　
　
　

す
し
に
（
神
）
　
（
3
1
）
た
ま
ひ
↓
玉
ひ
（
謹
）
給
ひ
（
神
）
一
（
3
2
）
を
こ
な

　
　
　

ひ
↓
お
こ
な
い
（
為
・
宮
）
お
こ
な
ひ
（
謹
・
類
・
版
）
（
3
3
）
ん
ほ
と
に
↓

　
　
　

ら
ん
↓
ら
む
（
諌
）
（
3
4
）
か
た
は
ら
に
わ
か
を
こ
な
ひ
を
五
六
か
さ
ね
た
ら

　
　
　
欠
文

（神
）
（
3
5
）
あ
り
↓
有
（
神
）
（
3
6
）
こ
れ
を
み
て
↓
こ
れ
お
み
て
（
為

　
　
　

）
是
を
見
て
（
神
）
　
（
3
7
）
あ
さ
ま
し
と
↓
浅
間
敷
と
（
神
）
（
3
8
）
思
ひ
て

　
　
　

↓
お
も
ひ
て
（
為
・
宮
・
神
）
　
（
3
9
）
さ
て
も
↓
扱
も
（
神
）
（
4
0
）
世
中
に

　
　
　
あ
り
て
は
↓
世
の
中
有
て
は
（
神
）
（
4
1
）
つ
ゐ
に
は
↓
つ
い
に
は
（
為
・
宮

　
　
　

）
終
に

は
（
神
）
　
（
4
2
）
へ
き
そ
と
思
ひ
↓
へ
き
こ
と
お
も
ひ
（
謂
）
へ
き

　
　
　

事
と
思
ひ
（
神
）
へ
き
こ
と
s
お
も
ひ
（
類
・
版
）
（
4
3
）
は
し
り
い
て
た
ま

　
　
　

ひ

に
↓
走
り
出
給
に
（
神
）

　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
さ
て
、
は
り
ま
の
国
た
か
を
た
に
と
い
ふ
所
に
お
は
し
て
、
他
事
な
く
後
世

　
　
　
　
（
ひ
）
（
3
）
　
　
　
（
4
）
　
　
　
（
5
）
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の

お

こ
な
い
し
て
、
つ
ね
に
は
心
を
す
ま
し
て
、
華
厳
経
を
そ
よ
み
た
ま
ひ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
。
か
s
る
ほ
と
に
、
弟
子
に
な
ら
む
と
て
、
人
あ
ま
た
い
て
き
あ
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

て
、
後
に
は
ほ
い
な
き
ほ
と
に
侍
け
れ
は
、
は
な
れ
た
る
所
に
あ
や
し
の
い
ほ

二
一
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（

1
2
）
　
（
へ
×
1
3
）
（
1
4
）
　
ゐ
（
1
5
）
　

（1
6
）

り
か
ま
ゑ
て
、
た
s
ひ
と
り
と
し
て
、
く
ひ
も
の
な
と
も
み
つ
か
ら
い
と
な
み

　
　
　
（
を
）
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

て
、
弟
子
お
は
と
き
く
そ
こ
さ
せ
け
る
。
あ
る
と
き
、
い
ま
七
日
は
か
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
⑳

き
ひ
し
き
お
こ
な
ひ
を
す
る
事
侍
へ
し
。
ゆ
め
く
き
た
る
こ
と
な
か
れ
と
あ

（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

り
け
れ
は
、
そ
の
ほ
と
人
ゆ
き
か
ふ
事
な
か
り
け
り
。
日
こ
ろ
過
て
、
い
ほ
り

（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

の
ほ

と
に
い
ひ
し
ら
ぬ
に
ほ
ひ
の
侍
け
れ
ば
、
あ
や
し
く
て
み
け
れ
は
、
て
を

　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

あ
は
せ
て
西
に
む
か
ひ
て
い
の
ち
つ
き
た
ま
ひ
に
け
る
な
る
へ
し
。
そ
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

は

六
十

二
。
こ
ろ
は
十
二
月
二
日
に
て
そ
侍
け
る
。
く
わ
ん
お
ん
を
本
尊
に
し

　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

た

ま
ひ
け
る
と
か
や
。
こ
の
人
の
事
、
往
生
伝
に
侍
め
れ
と
、
こ
の
こ
と
は
侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
〔
因
〕
⑲
⑳

ら
さ
め
れ
は
、
し
る
し
侍
な
る
へ
し
。
か
の
伝
に
は
、
唯
識
目
明
の
道
を
あ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

ら
か
に
な
ら
へ
る
と
侍
に
や
。
ま
た
、
僧
都
に
な
れ
る
よ
し
も
見
え
す
。
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

僧
都
と
い
へ
る
は
、
ひ
か
事
に
や
侍
ら
ん
。
か
の
は
り
ま
の
た
か
を
た
に
s
ゑ

（
ρ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
（
お
）
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

に

か

け
る
御
す
か
た
の
を
は
す
る
は
、
き
の
し
た
に
、
　
い
し
を
し
き
も
の
に

　
　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
、
ひ
か
さ
と
経
ふ
く
ろ
と
は
か
り
を
、
き
た
ま
ひ
た
る
す
か
た
と
そ
き
き
侍

（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

し
。
発
心
の
は
し
め
よ
り
命
終
ま
で
す
み
て
お
ほ
へ
侍
り
。

〔
校
異
〕
（
1
）
さ
て
↓
担
（
神
）
（
2
）
た
か
を
た
に
と
い
ふ
所
に
↓
た
か
を
谷
と
云
所

　
　
　

に

（神
）
（
3
）
お
こ
な
い
↓
お
こ
な
ひ
（
諏
・
神
・
類
・
版
）
（
4
）
つ
ね
↓

　
　
　

常
（
神
）
（
5
）
心
を
↓
こ
s
ろ
を
（
諏
・
類
・
版
）
（
6
）
す
ま
し
て
↓
澄
し

　
　
　

て

（神
）
（
7
）
華
厳
経
を
そ
よ
み
た
ま
ひ
↓
花
厳
経
を
読
給
（
神
）
（
8
）
な

　
　
　
ら
む
↓
な
ら
ん
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
9
）
い
て
き
↓
出
来
（
神
）
（
1
0
）
ほ

　
　
　

い
↓
ほ
ひ
（
類
）
（
1
1
）
侍
け
れ
は
↓
侍
り
け
れ
は
（
神
）
「
り
」
は
小
さ
く

　
　
　
傍
記
（
1
2
）
い
ほ
り
↓
庵
（
神
）
（
1
3
）
か
ま
ゑ
て
↓
か
ま
へ
て
（
宮
・
諌
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

　
　
　

類
・
版
）
構
て
（
神
）
（
1
4
）
た
s
↓
た
た
（
類
）
（
1
5
）
ひ
と
り
と
し
て
↓
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
こ

　
　
　
と
り
ゐ
て
（
為
・
宮
・
謹
・
類
・
版
）
独
り
ゐ
て
（
神
）
（
1
6
）
く
ひ
も
の
↓

　
　
　
食
も
の
（
神
）
（
1
7
）
弟
子
お
は
↓
弟
子
を
は
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
（
1
8
）
あ
る
と
き
↓
あ
る
時
（
神
・
類
・
版
）
（
1
9
）
は
か
り
は
↓
斗
は
（
神
）

　
　
　
（
2
0
）
事
↓
ζ
と
（
神
・
類
・
版
）
（
2
1
）
き
た
る
こ
と
↓
来
た
る
事
（
神
）
き

　
　
　

た
る
事
（
為
・
宮
・
諏
・
類
・
版
）
⑳
な
か
れ
↓
な
な
か
れ
（
謹
）
（
2
3
）
あ

　
　
　
り
↓
有
（
神
）
（
2
4
）
そ
の
ほ
と
人
ゆ
き
か
ふ
↓
そ
の
人
ゆ
き
か
ふ
（
調
）
其

　
　
　

程
人
往
か

ふ

（神
）
（
2
5
）
日
こ
ろ
↓
日
比
（
神
）
（
2
6
）
過
て
い
ほ
り
の
↓
す

　
　
　

き
て
い
ほ
り
の
（
為
・
宮
・
類
・
版
）
過
て
庵
の
（
神
）
（
2
7
）
て
を
↓
て
お

　
　
　

（為
）
手
を
（
神
）
（
2
8
）
あ
は
せ
て
↓
合
て
（
神
）
（
2
9
）
む
か
ひ
て
↓
む
か

　
　
　
ひ

て
て

（類
）
（
3
0
）
い
の
ち
つ
き
た
ま
ひ
に
↓
命
尽
給
に
（
神
）
い
の
ち
つ

　
　
　

き
玉
ひ
に
（
謹
）
（
3
1
）
そ
の
↓
其
（
宮
）
（
3
2
）
こ
ろ
は
↓
「
こ
ろ
は
し
の

　
　
　

「
は
」
傍
書
（
為
）
（
3
3
）
に
て
そ
↓
に
て
（
課
・
神
・
類
・
版
）
（
3
4
）
く
わ

二
二

　
　
　
　
　
ん
お
ん
↓
く
わ
ん
を
ん
（
課
）
観
音
（
神
）
く
は
ん
お
ん
（
類
）
　
「
宮
」

　
　
　
　
　
「
謂
」
　
「
版
」
は
「
は
」
と
も
よ
め
る
⑯
に
し
た
ま
ひ
↓
に
し
玉
ひ
（
課
）

　
　
　
　

と
し
給
（
神
）
（
3
6
）
こ
の
人
↓
此
人
（
神
）
（
3
7
）
侍
め
れ
と
↓
侍
る
め
れ
と

　
　
　
　
　
（
神
）
（
3
8
）
か
の
↓
彼
（
神
）
⑳
目
明
↓
「
為
」
は
目
、
底
本
及
び
「
宮
」

　
　
　
　

「
版
」
は
目
と
も
因
と
も
よ
め
る
。
「
類
」
は
因
明
。
⑳
道
を
↓
道
お
（
為
）

　
　
　
　

道
に

（宮
）
　
（
4
1
）
あ
き
ら
か
に
な
ら
へ
る
と
侍
↓
明
力
に
習
へ
る
と
侍
ル

　
　
　
　
　
（
神
）
（
4
2
）
ま
た
僧
都
に
↓
僧
都
に
（
課
・
神
・
類
・
版
）
（
4
3
）
見
え
す
↓

　
　
　
　

み
え

す

（神
）
（
4
4
）
ひ
か
事
↓
ひ
か
こ
と
（
類
・
版
）
（
4
5
）
侍
ら
ん
↓
侍
ら

　
　
　
　

む

（為
・
宮
）
（
4
6
）
か
の
は
り
ま
の
↓
彼
播
磨
の
（
神
）
（
4
7
）
ゑ
に
↓
絵
に

　
　
　
　
　
（
神
）
（
4
8
）
御
す
か
た
↓
御
姿
（
神
）
（
4
9
）
を
は
す
る
↓
お
は
す
る
（
神
’

　
　
　
　

類
・
版
）
（
5
0
）
き
の
し
た
に
、
い
し
を
↓
木
の
下
に
、
石
を
（
神
）
（
5
1
）
ひ

　
　
　
　

か

さ
↓
日
か
さ
（
神
）
⑫
は
か
り
を
、
き
た
ま
ひ
た
る
↓
斗
置
給
た
る
（
神
）

　
　
　
　

（
5
3
）
き
き
侍
し
↓
き
、
侍
し
（
宮
・
諌
・
版
）
聞
侍
し
（
神
）
（
5
4
）
お
ほ
へ

　
　
　
　

↓
お
ぼ
え
（
宮
・
類
・
版
）
覚
え
（
謹
・
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）

　
三
、
玄
賓
僧
都
門
お
さ
し
て
善
珠
僧
正
を
い
れ
ぬ
事

　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
（
3
）

　
昔
、
な
ら
の
京
興
福
寺
の
僧
に
て
、
玄
賓
僧
都
と
い
ふ
人
お
は
し
け
り
。
智

　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
×
5
）

行

と
も
に
そ
な
は
り
て
、
御
門
僧
都
の
位
お
さ
つ
け
給
け
れ
は
、
寄
を
よ
み
て

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

は
ひ

か
く
れ
に
け
る
。

　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　

と
つ
く
に
は
や
ま
み
つ
き
よ
し
こ
と
し
け
き

　
　
　
　
　
　
　

　
君
の
御
代
に
は
す
ま
ぬ
ま
さ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
（
ほ
）
　
（
1
3
）

と
な
ん
侍
け
る
。
こ
と
に
あ
は
れ
に
こ
そ
侍
れ
。
と
つ
く
に
と
は
、
と
お
つ
国

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
（
1
5
）
（
1
6
）
⑰

と
い
へ
る
に
こ
そ
。
ま
こ
と
に
さ
か
ひ
へ
た
＼
れ
る
国
の
人
も
か
よ
は
て
、
い

　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

た

つ

ら
に
き
よ
き
山
水
な
か
れ
た
る
所
お
ほ
く
侍
ら
ん
も
の
を
と
、
こ
と
に
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

に

し
み
て
侍
り
。
さ
て
、
そ
の
心
さ
し
を
と
け
た
ま
ひ
け
る
後
の
事
な
め
り
。

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

御
門
の
お
ほ
せ
に
て
、
弘
法
大
師
の
せ
う
そ
く
し
給
へ
る
こ
と
は
に
も
、
山
ふ

　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

か

く
い
み
し
く
お
も
ひ
す
ま
し
て
お
は
す
る
よ
し
と
ふ
ら
ひ
た
ま
ひ
た
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

は
。
御
返
事
い
か
s
侍
け
ん
、
い
ふ
せ
く
思
ひ
や
ら
れ
侍
。
こ
の
僧
都
は
、
そ

（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の

か
み

よ
り
な
を
の
か
る
s
心
の
ふ
か
く
お
は
し
け
る
な
め
り
。
善
珠
大
徳
の

　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
×
3
3
）

僧
正
に
な
り
て
、
悦
申
て
返
給
け
る
に
、
あ
め
ふ
り
け
れ
は
み
の
か
さ
お
き
て

　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

な
ん
返
た
ま
ひ
け
る
。
よ
も
ふ
け
風
も
身
に
し
み
わ
た
り
け
れ
は
、
も
と
の
ゐ

　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
（
4
0
）

所
に

は

や

も
返
て
し
か
な
と
思
ひ
て
、
か
ら
う
し
て
ゆ
き
つ
き
て
西
面
の
僧
房

　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
（
へ
）
（
4
3
）
　
　
　
　
（
4
4
）

の

と
く
ち
に
た
ち
て
た
s
き
給
に
、
あ
え
て
お
と
す
る
い
ら
へ
も
な
し
。
や
〉
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（
4
5
）
　
　
　
　
　
（
4
6
）

ひ

さ
し
く
た
s
か
れ
て
、
こ
の
玄
賓
の
き
み
い
と
ひ
き
や
か
に
、
た
そ
と
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
）
⑲

へ
ら
れ
け
り
。
あ
な
あ
さ
ま
し
、
た
s
か
は
あ
け
給
へ
と
さ
は
か
り
契
き
こ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
（
5
1
）

つ

る
か
ひ
も
な
く
、
い
と
い
た
う
あ
め
に
ふ
ら
れ
て
わ
つ
ら
は
し
き
に
、
い
か

　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

て

か
お

そ

く
お
と
つ
れ
た
ま
ふ
。
ま
と
ろ
み
給
つ
る
か
と
あ
り
け
れ
は
、
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

く
よ
き
ふ
る
ま
ひ
こ
の
む
人
は
、
ま
た
わ
ひ
し
き
め
に
も
あ
へ
は
。
思
も
し
り

　
　
　
　
（
5
8
）
　
　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た

ま
へ
か
し
と
て
お
そ
く
あ
く
る
そ
か
し
と
そ
い
ら
へ
こ
ち
た
ま
ひ
け
る
。

〔校
異
〕
（
1
）
昔
↓
む
か
し
（
謂
）
（
2
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
3
）
お
は
し
↓
を
は
し

　
　
　

（為
・
宮
）
（
4
）
智
行
と
も
に
↓
知
行
と
も
に
（
諏
・
類
・
版
）
知
行
共
に
（
神
）

　
　
　

（
5
）
位
お
↓
位
を
（
宮
・
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
6
）
か
く
れ
に
け
る
↓
く
れ

　
　
　

に
け
る
（
諏
）
（
7
）
と
つ
く
に
は
↓
外
つ
国
は
（
神
）
⑧
や
ま
み
つ
き
よ
し
↓

　
　
　

水
草
清
み
（
神
）
（
9
）
こ
と
し
け
き
↓
事
し
け
き
（
神
）
⑩
君
の
御
代
に
は
↓
君

　
　
　

か
御
代
に
は
（
課
・
類
・
版
）
都
の
う
ち
は
（
神
）
（
1
1
）
こ
と
に
あ
は
れ
に
こ

　
　
　

そ
↓
殊
に
哀
に
社
（
神
）
（
1
2
）
と
つ
く
に
↓
と
つ
国
（
神
）
（
1
3
）
と
お
つ
国

　
　
　
↓
と
を
つ
国
（
宮
・
謹
・
神
・
版
）
と
ほ
つ
国
（
類
）
（
1
4
）
こ
そ
↓
社
（
神
）

　
　
　

（
1
5
）
さ
か
ひ
↓
さ
か
（
類
）
（
1
6
）
へ
た
s
れ
る
↓
へ
た
ら
れ
る
（
宮
）
へ
て

　
　
　

た
～
れ
る
（
類
）
⑰
か
よ
は
て
↓
か
よ
は
ぬ
（
神
）
か
す
は
て
（
類
）
（
1
8
）

　
　
　

き
よ
き
↓
清
き
（
神
）
（
1
9
）
な
か
れ
た
る
↓
「
か
」
を
傍
記
（
為
）
（
2
0
）
さ

　
　
　

て
、
そ
の
↓
扱
其
（
神
）
　
（
2
1
）
た
ま
ひ
け
る
↓
玉
ひ
け
る
（
謹
）
給
け
る

　
　
　

（神
）
（
2
2
）
に
て
↓
ま
て
（
謹
）
（
2
3
）
給
へ
る
↓
玉
へ
る
（
語
）
（
2
4
）
ふ
か
く
↓
深

　
　
　
く
（
神
）
（
2
5
）
た
ま
ひ
↓
給
（
神
）
（
2
6
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
2
7
）
そ
の
↓
其

　
　
　

（宮
）
⑳
な
を
↓
猶
（
神
）
（
2
9
）
な
り
て
↓
成
て
（
神
）
（
3
0
）
悦
↓
悦
ひ
（
神
）

　
　
　

（3
1
）
返
給
け
る
に
↓
か
へ
り
給
け
る
に
（
神
・
類
・
版
）
（
3
2
）
あ
め
↓
雨
（
神
）

　
　
　
　
（
3
3
）
か
さ
お
↓
か
さ
を
（
諌
・
類
・
版
）
か
さ
（
神
）
　
（
3
4
）
返
た
ま
ひ

　
　
　

↓
か
へ
り
給
ひ
（
神
）
帰
り
た
ま
ひ
（
類
・
版
）
　
（
3
5
）
よ
も
↓
夜
も
（
為

　
　
　

・
宮
・
諏
・
神
・
類
・
版
）
（
3
6
）
わ
た
り
↓
渡
り
（
神
）
（
3
7
）
返
て
↓
帰
り

　
　
　

て

（神
・
類
・
版
）
（
3
8
）
か
ら
う
し
て
↓
か
ら
ふ
し
て
（
神
）
（
3
9
）
ゆ
き
つ

　
　
　

き
て
↓
往
つ
き
て
（
神
）
（
4
0
）
西
面
の
↓
面
お
も
て
の
（
神
）
（
4
1
）
と
く
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
て
た
へ
き

　
　
　

に
↓
戸
く
ち
に
（
神
）
（
4
2
）
た
ち
て
た
s
き
給
に
↓
た
。
て
き
s
給
に
（
為
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ

　
　
　

立
て

た
s
き
給
に
（
神
）
（
4
3
）
あ
え
て
↓
あ
ら
て
（
謂
）
あ
へ
て
（
神
・
類

　
　
　

版
）
（
4
4
）
お
と
す
る
↓
を
と
す
る
（
諏
・
類
・
版
）
音
す
る
（
神
）
（
4
5
）
こ

　
　
　

の
↓
此
（
調
・
神
・
類
・
版
）
（
4
6
）
き
み
↓
君
（
神
）
（
4
7
）
あ
さ
ま
し
↓
浅

　
　
　

ま
し
（
神
）
（
4
8
）
あ
け
給
へ
↓
あ
け
た
ま
へ
（
為
・
宮
）
あ
け
給
（
神
）
⑲

　
　
　

契
き
こ
ゑ
↓
む
へ
き
こ
ゑ
（
諏
）
む
へ
き
こ
え
（
神
・
類
・
版
）
（
5
0
）
い
た

　
　
　

う
↓
い
と
う
（
神
）
（
5
1
）
あ
め
に
↓
雨
に
（
神
）
（
5
2
）
お
そ
く
↓
を
そ
く

　
　
　
　
（
謂
）
（
5
3
）
お
と
つ
れ
た
ま
ふ
↓
を
と
つ
れ
た
ま
ふ
（
課
・
類
・
版
）
を
と

　
　
　

つ
れ
給
ふ
（
神
）
（
5
4
）
給
つ
る
か
↓
給
へ
る
か
（
諏
・
神
・
類
）
（
5
5
）
あ
り

　
　
　

け
れ
は
↓
有
け
れ
は
（
神
）
　
（
5
6
）
ふ
る
ま
ひ
こ
の
む
↓
振
舞
好
ム
（
神
）

　
　
　

（
7
5
）
ま
た
わ
ひ
し
き
↓
又
佗
し
き
（
神
）
き
た
れ
ひ
し
き
（
類
）
（
5
8
）
思
も

し
り
た
ま
へ
か
し
↓
思
ひ
も
し
り
た
ま
へ
か
し
（
宮
）
思
ひ
も
知
給
へ
か
し

（神
）
（
5
9
）
お
そ
く
↓
を
そ
く
（
謹
）
⑳
こ
ち
た
ま
ひ
け
る
↓
た
ち
た
ま
ひ

け
る
（
宮
）
う
ち
玉
ひ
け
る
（
謹
）
う
ち
し
給
ひ
け
る
（
神
）
う
ち
た
ま
ひ

け
る
（
類
・
版
）

　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　

こ
の
善
珠
僧
正
も
、
い
み
し
き
お
こ
な
ひ
人
也
。
霊
異
記
と
い
ふ
ふ
み
に

（

3
）
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

は
、
し
に
て
国
王
と
な
り
た
り
と
そ
侍
れ
と
、
ま
こ
と
に
は
と
そ
つ
の
内
院
に

　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

む

ま
れ
た
ま
へ
る
人
也
。
僧
房
の
か
へ
に
つ
は
き
か
け
た
り
と
て
内
院
よ
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
そ
〕
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
（
－
o
）

へ

さ
れ
て
、
さ
ま
く
の
も
ち
も
の
か
へ
し
ろ
な
へ
て
、
い
み
し
き
名
香
と
も

　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

か
ひ

て

ゆ
に
わ
か
し
て
、
僧
房
の
か
へ
を
あ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
内
院
の
往
生
と
け

　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

た

る
人
也
。
そ
の
か
へ
は
、
ち
か
こ
ろ
ま
て
か
う
は
し
く
侍
け
り
と
そ
。
さ
て

（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

も
、
こ
の
僧
都
の
事
発
心
集
に
も
み
え
侍
め
れ
と
、
こ
の
事
は
侍
さ
め
れ
は
、

　
　
　
（
い
）
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

よ
き
つ
ゐ
て
に
因
縁
も
ほ
し
く
侍
て
か
き
侍
ぬ
る
な
る
へ
し
。
す
へ
て
、
こ
の

　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

国
に
よ
を
の
か
る
s
人
の
中
に
、
こ
の
人
は
こ
と
に
う
ら
や
ま
し
く
そ
侍
。
止

　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
（
3
0
）

観
の

な
か
に
は
、
徳
を
つ
s
め
き
す
を
あ
ら
は
し
狂
を
あ
け
実
を
か
く
せ
と
い

（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

ひ
、
ま
た
も
し
あ
と
を
の
か
れ
ん
に
、
の
か
る
s
事
あ
た
は
す
は
ま
さ
に
一
挙

　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

万
里
に

し
て
絶
域
他
方
に
す
へ
し
と
い
へ
り
。
い
ま
、
こ
の
あ
と
を
た
つ
ぬ
る

（
3
5
）
　
　
　
　
（
を
）
　
　
　
（
3
6
）

に
、
か
の
お
し
へ
に
つ
ふ
と
か
な
ひ
て
侍
に
や
。
あ
は
れ
に
か
し
こ
く
こ
そ
侍

（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
シ
ヤ
ク
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

れ
。
も
ろ
こ
し
の
釈
恵
叡
の
、
と
く
を
か
く
し
わ
ひ
て
八
千
里
を
へ
た
て
た
る

（

4
0
）
（
4
1
）
　
⑫
（
4
3
）

国
に
ゆ
き
て
、
あ
や
し
の
も
の
s
も
と
に
僧
の
か
た
ち
を
と
も
み
え
す
な
り

（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
さ
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
（
4
7
）

て
、
ひ
つ
し
を
か
ひ
て
世
を
わ
た
り
て
お
は
し
け
る
は
、
見
る
め
も
さ
ら
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

き
く
ら
さ
れ
て
侍
そ
か
し
。
い
ま
、
こ
の
玄
賓
の
君
の
あ
と
を
み
る
に
、
あ
る

　
　
（
5
0
）
　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

と
き
は
つ
ふ
ね
と
な
り
て
人
に
し
た
か
ひ
て
む
ま
を
か
ひ
、
或
と
き
は
わ
た
し

　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
（
を
×
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

ふ
ね

に
み

な
れ
さ
ほ
さ
し
て
月
日
を
s
く
る
は
か
り
こ
と
に
せ
ら
れ
け
ん
事
、

　
　
（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

こ
と
に
し
の
ひ
か
た
く
も
侍
か
な
。
あ
き
は
て
ぬ
れ
は
と
な
け
き
、
ま
た
は
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

か

さ
し
と
ち
か
ひ
給
け
ん
心
の
う
ち
、
猶
々
や
る
か
た
な
く
そ
侍
へ
き
。

〔校
異
〕
（
1
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
2
）
と
い
ふ
↓
と
云
（
神
）
（
3
）
ふ
み
に
は
↓
文
に

　
　
　

は
（
神
）
（
4
）
し
に
て
↓
死
て
（
神
）
（
5
）
な
り
た
り
↓
成
た
り
（
神
）

　
　
　

（
6
）
ま
こ
と
に
は
↓
真
に
は
（
諌
）
（
7
）
む
ま
れ
た
ま
へ
る
↓
む
ま
れ
玉
へ

　
　
　

る
（
謹
）
生
れ
給
へ
る
（
神
）
⑧
つ
は
き
か
け
た
り
↓
つ
は
き
は
き
か
け
た

　
　
　

り
（
為
・
宮
）
御
は
き
か
け
た
り
（
類
）
⑨
か
へ
し
ろ
な
へ
て
↓
か
へ
し
そ

二
一
⇒
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な
へ
て
（
類
）
底
本
は
「
そ
」
と
も
「
ろ
」
と
も
よ
め
る
。
（
1
0
）
い
み
し
き
↓

　
　
　
　
　
欠
文

（神
）
（
1
1
）
ゆ
に
↓
湯
に
（
神
）
（
1
2
）
か
へ
を
↓
か
へ
お
（
為
）
壁
を

　
　
　
　
　

（神
）
　
（
1
3
）
あ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
↓
あ
ら
ひ
玉
ひ
て
（
調
）
あ
ら
ひ
給
ひ
て

　
　
　
　
　
（
神
・
類
・
版
）
（
1
4
）
と
け
た
る
↓
遂
た
る
（
神
）
（
1
5
）
そ
の
か
へ
は
↓
其
壁

　
　
　
　
　
は
（
神
）
⑯
ち
か
こ
ろ
ま
て
↓
近
き
ま
て
（
神
）
（
1
7
）
侍
け
り
↓
侍
り
け
り

　
　
　
　
　

（神
）
（
1
8
）
さ
て
も
↓
扱
も
（
神
）
（
1
9
）
み
え
侍
め
れ
と
↓
見
え
侍
め
れ
と

　
　
　
　
　

（為
・
宮
）
み
え
侍
あ
れ
（
諌
）
見
え
侍
レ
と
（
神
）
　
（
2
0
）
こ
の
事
は
↓

　
　
　
　
　

こ
の
こ
と
は
（
讃
・
類
・
版
）
此
事
は
（
神
）
（
2
1
）
侍
さ
め
れ
は
↓
侍
ら
さ

　
　
　
　
　
め
れ
は
（
神
）
（
2
2
）
つ
ゐ
て
に
↓
次
て
に
（
神
）
つ
い
て
に
（
類
・
版
）

　
　
　
　
　
（
2
3
）
か
き
↓
書
（
類
）
（
2
4
）
よ
を
↓
世
を
（
神
）
（
2
5
）
中
に
↓
な
か
に
（
神
）

　
　
　
　
　
（
2
6
）
こ
の
人
は
↓
此
人
は
（
謂
・
類
・
版
）
（
2
7
）
侍
↓
侍
る
（
神
）
（
2
8
）
な

　
　
　
　
　
か
に
は
↓
中
に
は
（
神
）
（
2
9
）
狂
を
あ
け
↓
き
を
あ
け
（
謹
）
（
3
0
）
実
を
↓

　
　
　
　
　
実
お
（
為
）
（
3
1
）
い
ひ
↓
云
（
神
）
（
3
2
）
ま
た
も
し
あ
と
を
の
か
れ
ん
に
の

　
　
　
　
　
か

る
～
事
↓
又
若
跡
を
の
か
れ
む
に
遁
る
事
（
神
）
（
3
3
）
一
挙
万
里
に
し
て

　
　
　
　
　
↓
一
挙
方
里
に
し
て
（
神
）
（
3
4
）
い
へ
り
↓
云
り
（
神
）
（
3
5
）
こ
の
あ
と
を

　
　
　
　
　
た
つ
ぬ
る
に
↓
此
跡
を
尋
ぬ
る
に
（
神
）
い
ま
こ
の
跡
を
た
つ
ぬ
る
に
（
課
）

　
　
　
　
　
（
3
6
）
か
の
お
し
へ
に
↓
か
の
を
し
へ
に
（
謂
・
類
・
版
）
彼
お
し
へ
に
（
神
）

　
　
　
　
　
（
3
7
）
こ
そ
侍
れ
↓
社
侍
れ
（
神
）
（
3
8
）
も
ろ
こ
し
の
↓
唐
土
の
（
神
）
（
3
9
）
と

　
　
　
　
　
く
を
か
く
し
わ
ひ
て
↓
徳
を
隠
佗
て
（
神
）
（
4
0
）
八
千
里
を
へ
た
て
た
る
国

　
　
　
　
　
↓
八
千
里
お
へ
た
て
た
る
国
（
為
）
八
十
里
を
偏
た
る
国
（
神
）
八
千
を
へ

　
　
　
　
　
た

て
た
る
国
（
類
）
（
4
1
）
ゆ
き
て
↓
行
て
（
神
）
⑫
も
と
に
↓
共
に
（
神
）

　
　
　
　
　
（
4
3
）
か
た
ち
を
と
も
↓
か
た
ち
と
も
（
為
・
宮
・
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
4
4
）

　
　
　
　
　
み
え
す
な
り
て
↓
見
え
す
な
り
て
（
宮
・
神
）
み
え
す
成
て
（
課
）
（
4
5
）
ひ
つ

　
　
　
　
　
し
を
か
ひ
て
世
を
わ
た
り
て
お
は
し
け
る
は
↓
欠
文
（
神
）
（
4
6
）
見
る
め
も

　
　
　
　
　
↓
み
る
め
も
（
為
・
宮
・
諌
・
類
・
版
）
（
4
7
）
さ
ら
に
↓
更
に
（
神
）
（
姻
）

　
　
　
　
　
い
ま
こ
の
↓
今
此
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
4
9
）
あ
と
を
↓
跡
を
（
神
）
（
5
0
）

　
　
　
　
　
あ
る
と
き
は
↓
あ
る
時
は
（
諌
）
有
時
は
（
神
）
　
（
5
1
）
っ
ふ
ね
↓
御
ふ
ね

　
　
　
　
　
（諏
）
（
5
2
）
な
り
て
↓
成
て
（
神
）
（
5
3
）
人
に
し
た
か
ひ
て
む
ま
を
か
ひ
↓
人

　
　
　
　
　
に
随
て
馬
を
か
ひ
（
神
）
（
M
）
或
と
き
は
わ
た
し
ふ
ね
に
↓
或
時
は
渡
し
ふ

　
　
　
　
　
ね
に

（神
）
或
と
き
は
わ
た
し
ふ
ね
（
謂
）
（
5
5
）
さ
ほ
↓
捧
（
神
）
（
5
6
）
月

　
　
　
　
　
日
を
、
く
る
↓
月
日
を
送
り
け
る
（
神
）
月
日
を
を
く
る
（
類
．
版
）
（
5
7
）

　
　
　
　
　
は
か
り
ご
と
に
↓
は
か
り
こ
と
（
神
）
（
5
8
）
こ
と
に
↓
殊
に
（
神
）
（
5
9
）
な

　
　
　
　
　
け
き
、
ま
た
は
↓
歎
き
、
又
は
（
神
）
（
6
0
）
う
ち
↓
中
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　

あ
は
れ
、
ほ
と
け
の
か
s
る
心
を
あ
た
へ
た
ま
ひ
て
た
s
い
ま
も
は
し
り
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
（
7
）

　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
（
4
）

て

s
、
あ
と
か
た
な
く
ひ
と
り
か
な
し
み
ひ
と
り
な
け
き
て
、
袖
を
s
さ
へ
な

　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
（
8
）

み
た
を

な
か
し
て
あ
ら
は
や
と
な
け
s
と
も
か
ひ
な
く
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
も
か
さ
な
り

ぬ

る
そ
か
し
。
け
に
人
も
し
ら
ぬ
さ
か
ひ
に
あ
ら
ん
は
、
い
み
し
く
す
み
わ
た

　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

（1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
か
み
ま
の
s
入
江
を

り
て
そ
侍
ぬ
へ
き
。
む
け
に
ち
か
き
所
な
れ
と
も
、

　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
⑯
（
1
7
）
　

（を
）

み
侍

し
に
、
ひ
ら
や
ま
お
ろ
し
ふ
き
す
さ
み
て
む
か
し
お
ほ
し
き
お
は
な
か
す

二
四

　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
（
2
0
）
　
（
2
1
）

ゑ
に

そ
う
つ
ら
い
と
あ
は
れ
に
き
こ
え
し
か
、
つ
ね
に
心
に
と
～
ま
り
て
、
人

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

も
と
か
め
ぬ
山
の
ふ
も
と
に
う
つ
ら
を
と
も
と
し
て
、
あ
や
し
の
草
の
い
ほ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
（
2
6
）

身
ひ
と
つ
か
く
す
へ
き
む
す
ひ
て
み
侍
は
や
。
さ
て
ま
た
す
み
に
く
s
は
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

つ

く
に
も
ゆ
き
か
く
る
s
そ
か
し
な
と
つ
ね
に
お
ほ
え
侍
也
。
し
か
あ
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

い

ま
た
こ
～
を
は
な
る
へ
き
と
き
の
い
た
ら
ぬ
に
こ
そ
侍
め
れ
。
さ
は
る
へ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
（
3
2
）

事
の
あ
り
と
し
も
な
き
身
の
、
昨
日
も
く
れ
け
ふ
も
す
き
ぬ
る
事
、
猶
々
心
の

　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

ほ

か
に

侍
。
さ
て
ま
た
つ
く
く
と
思
に
は
、
こ
の
あ
や
し
の
山
の
中
に
身
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

　
　
　
　
（
3
9
）

か

く
し
て
も
、
入
と
せ
の
秋
を
s
く
り
き
ぬ
。
天
竺
農
旦
の
ふ
み
を
も
、
こ
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）

　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
（
4
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
山
水
お
の
み
、
こ
の
山
の

に
て

お

ほ
く
ひ
ら
け
り
。
さ
る
へ
き
契
に
て
、

　
は
（
4
5
）
（
を
）
（
4
6
）
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

し
た
お
り
く
ふ
へ
き
え
に
こ
そ
は
あ
る
ら
め
と
、
お
も
ひ
の
と
む
る
と
き
も
あ

　
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

り
。
か
～
る
ま
s
に
は
、
た
、
か
や
う
の
人
の
あ
と
を
お
も
ひ
い
て
s
、
し
た

　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
（
5
4
）

ひ

か

な
し
み
て
心
を
や
す
め
侍
れ
は
、
せ
め
て
の
む
つ
ま
し
さ
に
し
る
し
い
れ

　
　
　
　
　
（
5
5
）

ぬ
る
な
る
へ
し
。

　
〔校
異
〕
（
1
）
あ
は
れ
ほ
と
け
の
↓
あ
は
れ
仏
の
（
為
・
宮
）
哀
仏
の
（
神
）
（
2
）
心

　
　
　
　

を
↓
心
お
（
為
）
（
3
）
た
ま
ひ
て
↓
給
ひ
て
（
神
）
（
4
）
た
～
い
ま
も
は
し

　
　
　
　
　
り
い
て
s
↓
た
～
い
ま
も
は
し
り
出
て
（
謂
）
た
、
い
ま
走
り
出
て
（
神
）

　
　
　
　
　
（
5
）
あ
と
か
た
↓
跡
か
た
（
神
）
（
6
）
ひ
と
り
か
な
し
み
ひ
と
り
な
け
き
て

　
　
　
　

↓
ひ
と
り
か
な
し
ひ
ひ
と
り
歎
き
て
（
謂
）
独
り
悲
し
み
、
独
り
な
け
き
て

　
　
　
　
　
（
神
）
（
7
）
袖
を
s
さ
へ
↓
袖
を
s
さ
ゑ
（
為
）
袖
を
を
さ
へ
（
宮
）
袖
を

　
　
　
　
　
さ
へ
（
謹
）
袖
を
お
さ
へ
（
神
）
そ
て
を
を
さ
へ
（
類
・
版
）
（
8
）
な
み
た

　
　
　
　

を
↓
な
み
た
お
（
為
）
泪
を
（
神
）
（
9
）
な
か
し
て
↓
な
し
て
（
神
）
「
神
」

　
　
　
　
　
で
は
「
か
」
の
字
を
認
め
が
た
い
。
（
1
0
）
な
け
、
と
も
↓
歎
け
と
も
（
神
）

　
　
　
　

（
1
1
）
と
し
も
↓
年
も
（
神
）
（
1
2
）
す
み
わ
た
り
↓
澄
渡
り
（
神
）
（
1
3
）
侍
ぬ

　
　
　
　
　
へ
き
↓
侍
り
ぬ
へ
き
（
神
）
侍
へ
き
（
宮
）
（
1
4
）
ま
の
～
入
江
を
↓
ま
の
s

　
　
　
　
　
い
り
え
お
（
為
）
ま
の
、
い
り
え
を
（
宮
）
ま
の
S
入
え
を
（
謹
）
ま
～
の

　
　
　
　

入
江
を
（
神
・
類
・
版
）
（
1
5
）
み
侍
し
に
↓
見
侍
し
に
（
宮
・
謹
・
神
・
類

　
　
　
　
　
・
版
）
⑯
す
さ
み
て
↓
す
さ
ひ
て
（
讃
）
過
て
（
神
）
（
1
7
）
む
か
し
↓
昔

　
　
　
　
　
（
神
）
（
1
8
）
お
は
な
か
す
ゑ
に
そ
↓
お
は
な
か
す
ゑ
に
（
為
．
類
．
版
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　

は
な
か
す
ゑ
に
（
宮
）
お
は
な
か
末
に
（
謂
）
尾
花
か
末
に
（
神
）
（
1
9
）
き

　
　
　
　

こ

え

し
か
↓
き
こ
ゑ
し
か
（
為
・
宮
）
聞
え
し
か
（
神
）
（
2
0
）
っ
ね
に
↓
常

　
　
　
　

に

（神
）
（
2
1
）
心
に
↓
こ
〉
う
に
（
宮
）
（
2
2
）
ふ
も
と
に
↓
麓
に
（
神
）

　
　
　
　

（
2
3
）
う
つ
ら
を
と
も
と
↓
う
っ
ら
お
と
も
と
（
為
）
う
つ
ら
を
友
と
（
神
）

　
　
　
　

（2
4
）
い
ほ
の
↓
庵
の
（
神
）
（
2
5
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
（
2
6
）
す
み
↓
住
（
神
）
（
2
7
）

　
　
　
　

い

つ
く
に
も
ゆ
き
か
く
る
s
そ
か
し
な
と
つ
ね
に
↓
何
国
に
も
往
か
く
れ
な

　
　
　
　

ん
な
と
常
に
（
神
）
　
「
か
く
る
s
」
の
「
る
」
脱
（
類
）
（
2
8
）
は
な
る
↓
は
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か
る
（
宮
）
（
2
9
）
と
き
の
↓
時
の
（
神
）
（
3
0
）
に
こ
そ
↓
そ
こ
そ
（
諌
）
に

　
　
　
　
　
社

（神
）
（
3
1
）
昨
日
も
く
れ
け
ふ
も
す
き
↓
昨
日
も
暮
、
今
日
も
過
（
神
）

　
　
　
　
　
（
3
2
）
事
↓
こ
と
（
類
・
版
）
（
3
3
）
猶
々
↓
な
を
く
（
神
）
（
3
4
）
ほ
か
に
侍

　
　
　
　
　
↓
外
に
侍
り
（
神
）
（
3
5
）
さ
て
ま
た
↓
扱
又
（
神
）
（
3
6
）
つ
く
く
と
↓
つ

　
　
　
　
　
く
つ
く
と
（
類
）
（
3
7
）
思
に
は
↓
思
に
（
宮
）
思
ふ
に
は
（
神
）
（
3
8
）
こ
の

　
　
　
　
　
↓
此
（
課
・
神
・
類
・
版
）
　
（
3
9
）
身
を
か
く
し
て
も
↓
身
お
か
く
し
て
も

　
　
　
　
　

（為
）
身
を
隠
し
て
も
（
神
）
（
4
0
）
八
と
せ
の
秋
を
s
く
り
き
ぬ
↓
八
と
せ

　
　
　
　
　
の

秋
お
を
く
り
き
ぬ
（
為
）
八
と
せ
送
り
来
ぬ
（
神
）
八
と
せ
の
秋
を
を
く

　
　
　
　
　
り
き
ぬ
（
類
・
版
）
（
4
1
）
天
竺
員
旦
の
ふ
み
を
も
↓
天
竺
展
旦
文
を
も
（
神
）

　
　
　
　
　
天
竺
展
旦
の

ふ
み

お
も
（
為
）
　
（
4
2
）
お
ほ
く
↓
お
s
＜
（
神
・
類
・
版
）

　
　
　
　
　
（
4
3
）
契
に
て
↓
契
り
に
て
（
神
）
（
4
4
）
こ
の
↓
此
（
神
・
類
・
版
）
（
4
5
）
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
水

お
の
み
こ
の
山
の
し
た
↓
山
の
水
を
の
み
此
山
の
し
は
（
宮
）
山
水
を
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
み

此
山
の
し
は
（
謹
）
山
の
柴
（
神
）
山
の
し
は
（
類
・
版
）
山
の
水
お
の
み

　
　
　
　
　
こ
の
山
の
し
は
（
為
）
（
4
6
）
お
り
↓
折
（
宮
・
神
）
（
4
7
）
く
ふ
へ
き
↓
く
ふ

　
　
　
　
　
る
（
神
）
（
4
8
）
こ
そ
は
あ
る
ら
め
↓
こ
そ
あ
ら
め
（
神
）
（
4
9
）
と
き
↓
時

　
　
　
　
　

（神
）
（
5
0
）
た
s
↓
只
（
宮
）
（
5
1
）
あ
と
を
↓
跡
を
（
神
）
（
5
2
）
い
て
〉
↓

　
　
　
　
　
出
て
（
神
）
　
（
5
3
）
か
な
し
み
て
↓
か
な
し
ひ
て
（
譜
）
悲
し
み
て
（
神
）

　
　
　
　
　
（
5
4
）
心
を
↓
心
お
（
為
）
（
5
5
）
い
れ
ぬ
る
な
る
へ
し
↓
欠
文
（
宮
）
　
「
宮
」

　
　
　
　
　
は
更
に
、
次
の
上
巻
第
四
話
の
「
昔
、
空
也
上
人
山
の
な
か
に
お
は
し
」
ま

　
　
　
　
　
で
欠
く
。
入
侍
り
ぬ
る
な
る
へ
し
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
）

　

四
、
空
也
上
人
あ
な
も
の
さ
は
か
し
や
と
わ
ひ
た
ま
ふ
事

　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
（
5
）
　
（
わ
）

　
昔
、
空
也
上
人
山
の
な
か
に
お
は
し
け
る
か
、
つ
ね
に
は
、
あ
な
も
の
さ
は

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
（
9
）

か

し
や
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は
、
あ
ま
た
有
け
る
て
し
た
ち
も
、
つ
s
し
み
て
そ

　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

侍
け
る
。
た
ひ
く
か
く
あ
り
て
あ
る
と
き
か
き
け
つ
や
う
に
う
せ
給
ひ
に
け

　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
（
1
8
）

り
。
心
の
及
ふ
ほ
と
た
つ
ね
け
れ
と
も
、
さ
ら
に
え
あ
ふ
こ
と
も
な
く
て
、
月

　
　
（
1
9
）
⑳
　
（
刎
）
（
2
2
）

こ
ろ
に
な
り
ぬ
。
さ
て
し
も
あ
る
へ
き
な
ら
ね
は
、
み
な
思
ひ
く
に
ち
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

け
り
。
か
s
る
ほ
と
に
、
あ
る
て
し
な
す
へ
き
事
あ
り
て
市
に
い
て
s
侍
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
（
2
8
）

は
、
あ
や
し
の
こ
も
ひ
き
ま
は
し
た
る
な
か
に
、
人
あ
る
け
し
き
し
て
、
前
に

　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
（
3
3
）

こ
と
や
う
な
る
も
の
さ
し
い
た
し
て
、
く
ひ
も
の
s
は
し
く
う
け
あ
つ
め

　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

て
、
お
き
た
る
あ
り
け
り
。
い
か
す
ち
の
人
な
ら
む
と
さ
す
か
ゆ
か
し
く
て
、

さ
し
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
へ
）
（
3
9
）
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　

よ
り
て
み
た
れ
は
ゆ
く
ゑ
な
く
な
し
て
し
我
師
に
て
お
は
し
け
る
。
あ
な
あ

　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
（
わ
）
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

さ
ま
し
。
も
の
さ
は
か
し
き
と
の
た
ま
は
せ
し
う
へ
に
、
か
き
く
ら
し
た
ま
ひ

　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）

て

し
後
は
、
ふ
つ
に
世
中
に
ま
し
ら
ひ
て
い
ま
そ
か
る
ら
ん
と
は
お
も
は
さ
り

　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
（
4
8
）
　
（
わ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

つ

る
を
と
い
ひ
け
れ
は
、
も
と
の
す
み
か
の
も
の
さ
は
か
し
か
り
し
か
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

ほ

と
は
い
み
し
く
の
と
か
に
て
、
思
ひ
し
よ
り
も
心
も
す
み
ま
さ
り
て
な
む
侍

（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
（
え
×
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

也
。
そ
こ
た
ち
を
は
く
s
み
き
こ
ゑ
ん
と
て
、
と
か
く
お
も
ひ
め
く
ら
し
s
心

　
　
　
（
5
8
）
　
（
5
9
）
　
（
わ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
　
　
（
6
0
）
　
　
　
（
6
1
）
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

の

う
ち
の
も
の
さ
は
か
し
さ
、
た
s
を
し
は
か
り
給
へ
し
。
こ
の
い
ち
の
な
か

（
6
3
）
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）
　
（
6
7
×
お
）

は
、
か
や
う
に
て
あ
や
し
の
物
さ
し
い
た
し
て
ま
ち
侍
れ
は
、
く
い
も
の
を
の

　
　
（
6
8
）
　
　
　
　
（
6
9
）
　
　
　
　
（
7
0
）
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

つ
か

ら
い
て
き
て
、
さ
ら
に
と
も
し
き
事
な
し
。
心
ち
る
か
た
な
く
て
、
一
す

（
7
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
　
　
　
　
（
7
4
）
、
（
を
×
7
5
）

ち
に
い
み
し
く
侍
。
ま
た
か
う
へ
に
雪
お
い
た
s
き
て
、
世
中
を
わ
し
る
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）
　
　
　
（
わ
）
　
（
7
7
）
　
　
　
　
　
（
7
8
）

ひ

あ
り
。
又
、
め
の
ま
へ
に
い
つ
は
り
を
か
ま
へ
て
、
く
や
し
か
る
へ
き
の
ち

　
（
7
9
）
　
　
　
　
（
8
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）
　
　
　
　
（
8
2
）

の

よ
を
わ
す
れ
た
る
人
あ
り
。
こ
れ
ら
を
み
る
に
、
か
な
し
み
の
な
み
た
か
き

　
　
（
8
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

つ

く
す
へ
き
か
た
な
し
。
観
念
た
よ
り
あ
り
。
心
し
つ
か
也
。
い
み
し
か
り
け

　
　
（
8
6
）
　
（
8
7
）
に
（
8
8
）
（
8
9
）
⑳

る
所
也
と
そ
侍
け
る
。
弟
子
も
な
み
た
。
し
つ
み
、
き
く
人
も
さ
く
り
も
よ
s

（9
1
）

と
な
き
け
る
と
な
ん
。

〔校
異
〕
（
1
）
昔
↓
む
か
し
（
謹
・
神
）
（
2
）
な
か
に
↓
中
に
（
謹
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
（
3
）
昔
、
空
也
上
人
山
の
な
か
に
お
は
し
↓
こ
の
部
分
欠
文
（
宮
）
（
4
）
つ

　
　
　

ね
に

↓
常
に
（
神
）
（
5
）
も
の
↓
物
（
謂
・
類
・
版
）
（
6
）
た
ま
ひ
↓
給

　
　
　

（神
）
（
7
）
有
け
る
↓
あ
り
け
る
（
為
・
宮
）
（
8
）
て
し
た
ち
も
↓
弟
子
た

　
　
　

ち
も
（
宮
）
弟
子
達
も
（
神
）
　
（
9
）
つ
、
し
み
て
↓
つ
つ
し
み
て
（
諌
）

　
　
　
（
1
0
）
侍
け
る
↓
侍
り
け
る
（
神
）
（
1
1
）
と
き
↓
時
（
神
）
（
1
2
）
う
せ
給
ひ
に

　
　
　
↓
う
せ
た
ま
ひ
に
（
為
・
宮
）
失
給
ひ
に
（
神
）
（
1
3
）
及
ふ
↓
を
よ
ふ
（
為

　
　
　

・

宮
・
神
・
類
・
版
）
及
（
課
）
（
1
4
）
た
つ
ね
↓
尋
ね
（
神
）
（
1
5
）
と
も
↓

　
　
　
共

（神
）
（
1
6
）
さ
ら
に
↓
更
（
神
）
（
1
7
）
え
あ
ふ
↓
ゑ
あ
ふ
（
為
・
宮
）

　
　
　
（
1
8
）
こ
と
も
↓
事
も
（
為
・
宮
・
神
）
（
1
9
）
月
こ
ろ
に
↓
月
比
に
（
謹
）
⑳

　
　
　
さ
て
し
も
↓
さ
て
も
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
2
1
）
み
な
↓
皆
（
神
）
（
2
2
）
思

　
　
　
ひ

↓
お
も
ひ
（
為
・
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
2
3
）
あ
る
↓
有
（
神
）
（
2
4
）

　
　
　
て
し
↓
弟
子
（
神
）
（
2
5
）
い
て
s
↓
出
て
（
神
）
（
2
6
）
ひ
き
↓
引
（
神
）

　
　
　
（
2
7
）
な
か
に
↓
中
に
（
神
）
（
2
8
）
あ
る
↓
有
（
神
）
（
2
9
）
も
の
↓
物
（
神
）

　
　
　
（
3
0
）
い
た
し
て
↓
出
し
て
（
神
）
（
3
1
）
く
ひ
も
の
s
↓
く
ひ
も
の
の
（
諏
）

　
　
　
食
物
の
（
神
）
（
3
2
）
は
し
く
↓
は
し
は
し
（
類
・
版
）
（
3
3
）
う
け
↓
受

　
　
　

（神
）
（
3
4
）
お
き
た
る
↓
を
き
た
る
（
諌
・
類
・
版
）
置
た
る
（
神
）
（
3
5
）

　
　
　
あ
り
↓
有
（
神
）
⑯
い
か
す
ち
の
↓
い
か
つ
ち
（
諏
）
（
3
7
）
な
ら
む
と
↓
な

　
　
　

ら
ん
と
（
神
・
類
・
版
）
（
3
8
）
さ
し
よ
り
て
み
た
れ
は
↓
よ
り
て
み
た
れ
は

　
　
　

（謂
・
類
・
版
）
　
（
底
本
で
は
「
さ
し
」
は
小
さ
く
傍
書
。
こ
の
形
態
は

　
　
　

「

為
」
に
そ
の
ま
ま
あ
る
が
、
　
－
宮
L
で
は
「
さ
し
よ
り
て
」
と
連
続
表
記

　
　
　

し
て
い
る
。
）
よ
り
て
み
れ
は
（
神
）
　
（
3
9
）
ゆ
く
ゑ
↓
行
ゑ
（
譜
・
神
）

　
　
　
（
4
0
）
な
く
な
し
て
し
↓
な
く
し
て
し
（
謹
）
な
く
成
に
し
（
神
）
な
く
な
し

　
　
　

て
か
し
（
版
）
（
4
1
）
も
の
↓
物
（
神
）
（
4
2
）
さ
は
か
し
き
と
↓
さ
は
か
し
と

　
　
　
　
（
類
）
　
（
4
3
）
の
た
ま
は
せ
し
↓
の
給
せ
し
（
神
）
の
た
ま
ひ
せ
し
（
類
）

二
五
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（
4
4
）
た
ま
ひ
て
し
↓
給
て
し
（
神
）
㊨
世
中
に
↓
世
間
に
（
神
）
（
4
6
）
い
ひ

↓
云
（
神
）
（
4
7
）
す
み
か
↓
住
家
（
神
）
（
4
8
）
も
の
↓
物
（
神
）
（
4
9
）
ヒ
の

↓
此
（
神
）
（
5
0
）
思
ひ
し
↓
お
も
ひ
し
（
神
）
（
5
1
）
心
も
↓
心
（
神
）
（
5
2
）

な
む
↓
な
ん
（
神
・
類
・
版
）
（
5
3
）
侍
也
↓
侍
る
な
り
（
神
）
（
5
4
）
を
↓
を

は
（
神
）
（
5
5
）
は
く
s
み
↓
は
く
く
み
（
神
）
（
5
6
）
き
こ
ゑ
ん
↓
き
こ
え
ん

（課
・
神
・
類
・
版
）
（
5
7
）
め
く
ら
し
～
↓
め
く
ら
し
（
諏
）
（
田
）
う
ち
の

↓
中
の
（
神
）
（
5
9
）
も
の
↓
物
（
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
6
0
）
た
s
を
し
は
か

り
↓
お
し
は
か
り
（
神
）
た
s
お
し
は
か
り
（
類
・
版
）
（
6
1
）
給
へ
し
↓
給

ふ

へ
し
（
神
）
（
6
2
）
こ
の
い
ち
↓
市
（
宮
）
此
市
（
神
）
（
6
3
）
な
か
は
↓
中
は

（神
）
（
6
4
）
か
や
う
に
て
↓
か
や
う
に
（
神
）
（
6
5
）
あ
や
し
の
物
↓
あ
や
の

も
の
（
講
）
あ
や
し
の
も
の
（
神
・
類
・
版
）
　
（
6
6
）
い
た
し
て
↓
出
シ
て

（神
）
（
6
7
）
く
い
も
の
↓
く
ひ
も
の
（
語
・
神
・
類
・
版
）
（
6
8
）
を
の
つ
か

ら
↓
お
の
つ
か
ら
（
為
・
宮
）
（
6
9
）
い
て
き
て
↓
出
来
て
（
神
）
（
7
0
）
さ
ら
に

↓
更
に
（
神
）
（
7
1
）
事
↓
こ
と
（
諏
・
類
・
版
）
（
7
2
）
一
す
ち
に
↓
ひ
と
す

ち
に
へ
為
・
宮
・
神
）
　
（
7
3
）
ま
た
↓
又
（
神
）
（
7
4
）
か
う
へ
に
↓
頭
に

（神
）
（
7
5
）
雪
お
↓
雪
を
（
宮
・
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
7
6
）
め
の
ま
へ
に
↓

目
の
前
に
（
神
）
（
7
7
）
い
つ
は
り
を
↓
い
つ
は
り
お
（
為
）
（
7
8
）
か
ま
へ
て

↓
か
ま
ゑ
て
へ
為
）
　
（
7
9
）
の
ち
の
よ
↓
の
ち
の
世
（
宮
）
後
の
世
（
神
）

（
8
0
）
わ
す
れ
↓
忘
れ
（
謂
）
（
8
1
）
か
な
し
み
↓
か
な
し
ひ
（
謹
）
（
8
2
）
な
み

た
↓
涙
（
神
）
（
8
3
）
か
き
つ
く
す
↓
か
き
つ
く
（
神
）
（
8
4
）
観
念
↓
観
念
の

（神
）
（
8
5
）
し
つ
か
也
↓
し
つ
か
な
な
り
（
神
・
謂
・
類
．
版
）
（
8
6
）
所
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

↓
所
な
り
（
神
）
（
8
7
）
弟
子
も
↓
弟
子
（
神
）
（
8
8
）
な
み
た
。
↓
な
み
た
に

（為
・
宮
・
謹
・
類
・
版
）
涙
に
（
神
）
（
8
9
）
き
く
↓
聞
（
神
）
⑳
さ
く
り

も
↓
さ
く
り
も
あ
へ
ず
（
神
・
類
・
版
）
（
9
1
）
よ
s
と
↓
よ
よ
と
（
為
）
よ

こ
と
（
譜
）

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
（
2
）
（
ゐ
）
　
（
3
）
石
　
そ
（
4
）

　
そ

の

あ
と
s
か
や
、
き
た
こ
う
ち
い
の
く
ま
に
右
の
い
と
は
の
侍
め
る
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
・
・
　
　
（
7
）

い

に

し
へ
は
、
そ
こ
に
な
む
い
ち
の
た
ち
け
る
に
侍
。
或
は
そ
の
ぞ
と
は
s
、

　
ハ
ウ
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

玄
眩
法
師
の
た
め
に
空
也
上
人
の
た
て
給
へ
り
け
る
と
も
申
侍
に
や
。
ま
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に

あ
ま
た
の
人
を
は
く
s
ま
ん
と
た
し
な
み
た
ま
ひ
け
ん
、
さ
こ
そ
は
と
お

　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
〈
1
6
）

も
ひ
や
ら
れ
侍
。
あ
は
れ
、
こ
の
世
中
の
人
々
の
、
い
と
な
く
と
も
事
も
か
く

　
　
　
　
（
1
7
）
（
ゑ
×
1
8
）
　
　
　
　
　
（
ゐ
）
⑲
　
（

2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ま
し
き
も
の
ゆ
へ
に
、
あ
ま
た
ゐ
ま
い
り
た
る
を
い
み
し
き
事
に
思
ひ
て
、
こ

　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
（
2
7
）

れ
か
た

め

に

さ
ま
く
の
心
を
み
た
る
こ
と
、
は
か
な
く
も
侍
か
な
。
命
の
か

（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
（
3
2
）

す
み

ち
は
て
〉
、
ひ
と
り
中
有
の
た
ひ
に
お
も
む
か
ん
と
き
た
れ
か
し
た
か
ひ

と
ふ
ら
ふ
も
の
あ
ら
ん
。
す
み
や
か
に
こ
の
空
也
上
人
の
か
し
こ
き
は
か
ら
ひ

　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

に

し
た
か
ひ
て
、
身
は
に
し
き
の
帳
の
中
に
あ
り
と
も
、
心
に
は
市
の
な
か
に

　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
（
3
8
）

ま
し
は
る
お
も
ひ
を
な
す
へ
き
な
め
り
。
ま
た
、
こ
の
空
也
上
人
の
事
、
伝
に

二
六

　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

は

延
喜
御
門
の
御
子
と
も
い
ひ
、
ま
た
水
の
な
か
れ
よ
り
い
て
き
給
へ
る
化
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

（
4
3
）
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

也
と
も
侍
め
り
。
そ
の
ふ
る
ま
ひ
、
こ
と
に
あ
は
れ
に
あ
り
か
た
く
侍
な
り
。

　

〔
校
異
〕
（
1
）
あ
と
s
か
や
↓
あ
と
と
か
や
（
宮
）
跡
と
か
や
（
神
）
（
2
）
き
た
こ
う

　
　
　
　
　
ち
↓
き
た
小
路
（
神
）
　
（
3
）
い
の
く
ま
に
↓
「
謹
」
に
「
い
の
く
ま
に
」

　
　
　
　
　
と
あ
り
、
　
「
い
」
の
右
傍
に
「
ゐ
敷
」
と
傍
書
（
4
）
石
の
ぞ
と
は
（
底
本

　
　
　
　
　
に
は
「
右
の
い
と
は
」
を
訂
正
し
て
あ
る
。
諸
本
と
も
－
石
の
ぞ
と
は
」
）

　
　
　
　
　
（
5
）
な
む
↓
な
ん
（
神
・
類
・
版
）
（
6
）
い
ち
↓
市
（
宮
・
神
）
（
7
）
そ
の

　
　
　
　
　
↓
其
（
神
）
　
（
8
）
そ
と
は
s
玄
舷
法
師
↓
そ
と
は
は
玄
眩
法
師
（
神
）

　
　
　
　
　
そ

と
は
s
玄
眩
法
師
（
類
）
（
9
）
た
て
給
へ
り
↓
た
て
玉
へ
り
（
諄
）
立
給

　
　
　
　
　
へ
り
（
神
）
（
1
0
）
申
侍
に
ゃ
↓
申
に
や
（
類
）
（
1
1
）
た
し
な
み
た
ま
ひ
け
ん

　
　
　
　
　
↓
た
し
な
み
た
ま
ひ
け
む
（
為
）
た
し
な
み
玉
ひ
け
ん
（
謂
）
た
し
な
み
給

　
　
　
　
　
ひ
け
ん
（
神
・
類
・
版
）
（
1
2
）
さ
こ
そ
↓
さ
社
（
神
）
（
1
3
）
お
も
ひ
↓
思
ひ

　
　
　
　
　

（謂
・
神
・
類
・
版
）
⑭
世
中
↓
世
間
（
神
）
⑮
い
と
な
く
と
も
↓
い
と
な

　
　
　
　
　
み
共
（
神
）
　
（
1
6
）
事
↓
こ
と
（
課
・
神
・
類
・
版
）
（
1
7
）
も
の
↓
物
（
課

　
　
　
　
　
・
神
・
類
・
版
）
（
1
8
）
ゆ
へ
に
↓
ゆ
ゑ
に
（
為
・
宮
）
⑲
ゐ
ま
い
り
↓
ゐ
ま

　
　
　
　
　
は
り
（
神
）
給
ま
は
り
（
類
）
（
2
0
）
た
る
を
↓
た
る
（
類
）
（
2
1
）
思
ひ
て
↓

　
　
　
　
　
お
も
ひ
て
（
為
・
宮
）
（
2
2
）
た
め
に
↓
為
に
（
神
）
（
2
3
）
さ
ま
く
の
↓
さ

　
　
　
　
　
ま
さ
ま
の
（
類
）
（
2
4
）
心
を
↓
心
お
（
為
）
（
2
5
）
こ
と
↓
事
（
神
）
（
2
6
）
侍

　
　
　
　
　
か
な
↓
侍
る
か
な
（
神
・
類
・
版
）
（
2
7
）
命
↓
い
の
ち
（
類
・
版
）
（
2
8
）
か

　
　
　
　
　
す
↓
数
（
神
）
（
2
9
）
ひ
と
り
↓
こ
と
り
（
宮
）
独
り
（
神
）
（
3
0
）
た
ひ
↓
旅

　
　
　
　
　

（神
）
（
3
1
）
お
も
む
か
ん
と
き
↓
を
も
む
か
ん
と
き
（
諏
）
お
も
む
か
ん
時

　
　
　
　
　

（神
）
（
3
2
）
た
れ
か
↓
誰
か
（
神
）
（
3
3
）
し
た
か
ひ
て
↓
随
て
（
謹
）
（
3
4
）

　
　
　
　
　
あ
り
と
も
↓
有
と
も
（
神
）
（
3
5
）
な
か
に
↓
中
に
（
為
・
宮
・
神
）
（
3
6
）
お

　
　
　
　
　
も
ひ
↓
思
ひ
（
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
3
7
）
ま
た
↓
又
（
神
）
（
3
8
）
こ
の
↓
此

　
　
　
　
　

（神
）
（
鵠
）
延
喜
御
門
↓
延
喜
の
御
門
（
神
）
（
4
0
）
と
も
い
ひ
↓
共
云
（
神
）

　
　
　
　
　
（
4
1
）
ま
た
↓
又
（
神
）
（
4
2
）
い
て
き
↓
出
来
（
神
）
（
4
3
）
化
人
也
↓
化
人
な

　
　
　
　
　
り
（
神
）
（
4
4
）
侍
め
り
↓
侍
る
あ
り
（
神
）
（
4
5
）
あ
り
か
た
く
↓
有
難
（
神
）

　
　
　
　
　
（
4
6
）
侍
な
り
↓
侍
あ
り
（
類
）

　
五
、
清
海
上
人
の
発
心
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

む

か

し
、
な
ら
の
京
、
遷
鑓
詩
鴇
市
と
い
ふ
人
お
は
し
け
り
。
（
蝿
と
は
鎮

福
寺
の
僧
に
て
、
か
く
も
ん
お
そ
む
ね
と
た
し
な
み
け
る
。
か
s
る
に
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

国
の
な
ら
ひ
い
ま
も
む
か
し
も
う
た
て
さ
は
、
東
大
寺
興
福
寺
ふ
た
て
ら
の
僧

　
（
8
）

と
も
中
あ
し
き
事
あ
り
て
、
東
大
寺
へ
い
く
さ
を
と
s
の
へ
て
よ
せ
け
り
。
こ

（

9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
〈
1
1
）
　
　
（
へ
）
（
1
2
）
　
　
　
（
1
3
）

の

清
海
の
き
み
も
、
ゆ
み
や
な
く
ひ
身
に
そ
え
て
ゆ
き
け
り
。
さ
る
ほ
と
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）

道
に

て

時
を
つ
く
り
て
い
く
さ
お
め
き
し
け
る
に
、
身
の
け
た
ち
て
、
こ
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

（
1
4
）
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
へ
）
（
1
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

に

と
し
て
つ
る
身
の
あ
り
さ
ま
そ
。
恩
愛
の
い
ゑ
を
い
て
s
、
仏
の
み
ち
に
い

　
　
　
S
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（
を
）
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

る
身
は
、
人
の
く
る
し
み
お
た
す
け
、
ほ
と
け
の
み
の
り
の
す
た
れ
ん
を
か
な

　
（
2
4
）
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

し
み
な
け
く
へ
き
に
、
い
ま
か
た
ち
は
僧
の
か
た
ち
に
て
、
た
ち
ま
ち
に
堂
塔

　
（
2
8
）
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
（
3
3
）

僧
房
を
や
き
、
仏
像
経
巻
そ
こ
な
ひ
、
僧
を
殺
さ
む
と
て
ゆ
く
事
こ
は
な
に
の

　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

わ

さ
な
ら
ん
と
か
な
し
く
あ
ち
き
な
し
。
い
ま
み
つ
け
ら
れ
て
、
い
か
に
な
る

　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

と
て
も
、
い
か
s
せ
ん
。
し
か
し
、
は
や
く
こ
s
よ
り
ゆ
き
わ
か
れ
な
ん
、
と

　
（
3
9
）
　
　
　
（
を
×
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

思

て
、
や
お
ら
は
ひ
か
く
れ
に
け
り
。
さ
て
真
如
親
王
の
あ
と
超
讃
寺
と
い
ふ

（4
2
）

所
に

こ
も
り
ゐ
て
、
ひ
そ
か
に
法
花
の
四
種
三
昧
を
そ
お
こ
な
ひ
け
る
。
観
念

　
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

こ
う
つ
も
り
て
、
香
の
煙
の
化
仏
の
あ
ら
は
れ
給
け
る
を
、
す
ゑ
の
代
の
人
に

　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

え
ん
む
す
は
せ
ん
と
て
、
ひ
と
つ
と
り
と
s
め
た
ま
ひ
た
り
け
り
。
三
寸
は
か

（
4
7
）
　
（
4
8
）

り
の
仏
に
て
そ
お
は
し
ま
し
け
る
。
す
へ
て
こ
の
人
、
観
念
成
就
し
て
ゐ
た
ま

　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

ひ

た

り
け
る
。
め
く
り
一
里
を
浄
土
に
な
し
給
け
る
な
り
。

〔
校
異
〕
（
1
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
2
）
か
く
も
ん
↓
学
問
（
神
）
（
3
）
お
そ
↓
を
そ

　
　
　

（宮
・
譜
・
神
・
類
・
版
）
（
4
）
む
ね
↓
宗
（
神
）
（
5
）
か
s
る
に
↓
か
s

　
　
　

る
（
課
）
か
か
る
に
（
類
）
（
6
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
7
）
ふ
た
て
ら
↓
ふ
た

　
　
　
寺

（神
）
（
8
）
僧
と
も
↓
僧
共
（
神
）
（
9
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
1
0
）
ゆ
み
↓

　
　
　
弓
（
神
）
（
1
1
）
や
な
く
ひ
↓
や
な
く
ゐ
（
謂
）
（
1
2
）
身
に
そ
え
て
↓
身
に
そ

　
　
　

へ
て

（諄
・
神
・
類
・
版
）
（
1
3
）
ゆ
き
け
り
↓
行
け
り
（
神
）
（
1
4
）
な
に
↓

　
　
　
何

（神
）
（
1
5
）
し
つ
る
↓
底
本
は
し
て
つ
る
L
と
あ
る
。
諸
本
「
し
つ
る
」

　
　
　
（
1
6
）
あ
り
さ
ま
↓
有
様
（
神
）
（
1
7
）
い
ゑ
を
↓
い
ゑ
お
（
為
）
家
を
（
神
）

　
　
　
（
1
8
）
い
て
s
↓
い
て
て
（
宮
）
出
て
（
神
）
（
1
9
）
仏
の
み
ち
↓
仏
の
道
（
神
）

　
　
　
（
2
0
）
く
る
し
み
お
↓
く
る
し
み
を
（
宮
・
諌
・
類
・
版
）
苦
し
み
を
（
神
）

　
　
　
（
2
1
）
ほ
と
け
↓
仏
（
神
）
（
2
2
）
み
の
り
の
↓
み
の
り
（
謂
・
類
・
版
）
御
法

　
　
　

（神
）
（
2
3
）
す
た
れ
ん
を
↓
す
た
れ
ん
お
（
為
）
（
2
4
）
か
な
し
み
↓
か
な
し

　
　
　
ひ

（謹
）
（
2
5
）
な
け
く
↓
歎
く
（
神
）
（
2
6
）
か
た
ち
に
て
↓
か
た
ち
に
（
謂

　
　
　

・

類
・
版
）
姿
に
て
（
神
）
（
2
7
）
た
ち
ま
ち
に
↓
忽
に
（
神
）
（
2
8
）
堂
塔
僧

　
　
　
房
↓
堂
塔
僧
坊
（
宮
）
（
2
9
）
や
き
↓
焼
（
神
）
（
3
0
）
仏
像
経
巻
↓
仏
像
経
巻

　
　
　
お

（為
）
仏
像
経
巻
を
（
宮
・
神
）
（
3
1
）
僧
を
↓
僧
お
（
為
）
（
3
2
）
殺
さ
む

　
　
　
↓
敦
さ
む
（
宮
）
殺
さ
ん
（
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
3
3
）
ゆ
く
↓
行
（
神
）
（
3
4
）

　
　
　
な
に
の
わ
さ
↓
何
事
（
神
）
（
3
5
）
か
な
し
く
↓
悲
し
く
（
神
）
（
3
6
）
い
か
に

　
　
　
な
る
と
て
も
↓
い
か
に
成
と
て
も
（
神
）
（
3
7
）
こ
s
よ
り
↓
こ
こ
よ
り
（
版
）

　
　
　
（
3
8
）
ゆ
き
わ
か
れ
↓
ゆ
き
は
か
れ
（
宮
）
行
わ
か
れ
（
謂
・
神
）
（
3
9
）
思
て

　
　
　
↓
思
ひ
て
（
宮
・
神
）
（
4
0
）
や
お
ら
↓
や
を
ら
（
神
・
版
）
や
か
て
（
類
）

　
　
　
（
4
1
）
あ
と
↓
跡
（
神
）
（
4
2
）
い
ふ
所
↓
云
所
（
神
）
（
4
3
）
観
念
こ
う
↓
観
念

　
　
　
の
功
（
神
）
　
（
4
4
）
煙
の
↓
姻
の
（
宮
）
け
ふ
り
の
中
に
（
神
）
煙
の
中
に

　
　
　

（類
・
版
）
（
4
5
）
人
に
え
ん
↓
縁
（
神
）
（
4
6
）
た
ま
ひ
↓
給
ひ
（
詞
・
神
）

　
　
　
（
4
7
）
は
か
り
↓
斗
（
神
）
（
4
8
）
仏
↓
ほ
と
け
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
4
9
）
ゐ

た
ま
ひ
た
り
↓
ゐ
玉
ひ
た
り
（
諌
）
ゐ
給
ひ
（
神
）
（
5
0
）
一
里
を
↓
一
里
お

（為
）
（
5
1
）
浄
土
に
↓
浄
士
に
（
諌
）
（
5
2
）
給
け
る
な
り
↓
給
け
る
也
（
宮
）

給
ひ
け
る
な
り
（
神
）

　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
（
3
）

　
そ

も
く
四
種
三
昧
と
い
へ
る
は
、
一
に
は
常
座
三
昧
。
い
は
く
九
十
日
を

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

か

き
り
て
結
跡
正
坐
し
て
、
思
を
法
界
に
か
け
て
、
一
切
の
法
は
仏
法
也
と
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
（
8
）

し
て
、
寂
滅
法
界
に
安
住
す
れ
ば
、
こ
s
に
ゐ
な
か
ら
諸
仏
を
み
た
て
ま
つ

（

9
）
　
⑩
（
1
1
）
（
1
2
）
　
　
　
　
　
（
1
3
）

り
、
仏
の
説
法
を
き
く
也
。
二
に
は
常
行
三
昧
。
い
は
く
九
十
日
を
か
き
り
て

　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
（
　
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

身
に
つ
ね
に
行
道
し
、
く
ち
に
つ
ね
に
あ
み
た
仏
の
名
を
と
な
へ
心
に
つ
ね
に

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

あ
み
た
仏
を
念
し
て
、
や
す
み
や
む
こ
と
な
し
。
神
を
は
こ
は
す
し
て
、
諸
仏

　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

を

み

た

て

ま
つ
り
、
仏
の
説
法
を
き
く
也
。
三
に
は
半
行
半
座
三
昧
。
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
（
2
7
）

〈
、
日
夜
六
時
に
六
根
の
つ
み
を
繊
悔
し
て
、
百
千
万
億
阿
僧
祇
劫
の
つ
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

滅
し
て
、
五
欲
を
は
な
れ
す
し
て
六
根
を
き
よ
め
、
釈
迦
多
宝
文
殊
薬
王
等
の

　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

も
ろ
く
大
井
を
み
た
て
ま
つ
る
。
四
に
は
、
非
行
非
坐
三
昧
。
い
は
く
随
自

　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

意

こ
れ
也
。
諸
経
に
と
く
と
こ
ろ
の
お
こ
な
ひ
の
、
か
み
の
三
に
あ
た
ら
さ
る
は

　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

み

な
随
自
意
三
昧
な
る
べ
し
。
大
千
塵
数
の
仏
の
国
に
た
か
ら
を
み
て
s
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

つ

し
き
人
に
布
施
せ
ん
よ
り
は
、
こ
の
三
昧
を
き
s
て
お
と
ろ
か
さ
ら
ん
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
（
4
7
）

し
か
し
。
も
し
す
い
き
せ
ん
も
の
は
、
三
世
の
諸
仏
井
、
す
い
き
し
給
と
侍
め

‡
た
の
も
し
」
う
と
乏
俺
億
霞
叢
四
種
三
昧
の
墨
薯

三
昧
に
は
、
は
れ
た
る
星
を
み
る
か
こ
と
く
化
仏
を
み
た
て
ま
つ
る
な
と
止
観

　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

に
は

と
き
て
侍
め
れ
は
、
さ
や
う
に
侍
け
る
に
こ
そ
と
た
う
と
く
思
ひ
や
ら
れ

　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
＞

侍
。
陳
ノ
太
建
十
七
年
天
台
大
師
を
は
り
お
と
り
た
ま
ひ
し
に
、
智
朗
禅
師
ノ

　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
　
　
　
　
（
6
1
）

し
に
た
ま
ひ
な
む
の
ち
は
、
誰
を
か
た
う
と
み
あ
ふ
く
へ
き
と
s
ひ
た
て
ま
つ

　
　
　
（
6
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
　
　
　
（
6
6
）

り
し
に
は
、
四
種
三
昧
こ
れ
汝
か
明
道
す
也
と
そ
こ
た
へ
給
ひ
け
る
。
　
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

や

ま
と
の
国
の
は
り
ま
の
書
写
の
ひ
し
り
も
人
の
き
て
功
徳
を
と
ふ
と
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）
　
　
　
　
（
7
1
）

四
種
三
昧
を

こ
た
へ
給
け
り
。
ま
こ
と
に
い
み
し
き
功
徳
に
て
、
こ
そ
。
こ
の

　
　
　
　
　
（
7
2
）
ン
ウ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）
　
　
　
（
7
5
）

清
海

ノ
君
ノ
事
拾
遺
往
生
伝
に
の
せ
ら
れ
て
侍
め
れ
と
、
こ
の
事
は
見
え
さ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

れ
は

し
る
し
の
せ
侍
ぬ
る
。

二
七
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〔
校
異
〕
（
1
）
そ
も
く
↓
抑
（
宮
・
神
）
（
2
）
一
に
は
↓
第
一
に
（
神
）
（
3
）
常
座

　
　
　

三
昧
↓
常
坐
三
昧
（
為
・
宮
・
神
・
類
・
版
）
（
4
）
結
蜘
正
坐
↓
結
蹴
正
座

　
　
　
　
（
謹
）
（
5
）
思
を
↓
思
ひ
を
（
神
）
（
6
）
仏
法
也
↓
仏
法
な
り
（
語
．
神
．

　
　
　

類
・
版
）
（
7
）
こ
s
に
↓
愛
に
（
謂
・
神
）
（
8
）
ゐ
な
か
ら
↓
居
な
か
ら

　
　
　
　
（
諌
）
（
9
）
み
た
て
ま
つ
り
↓
見
た
て
ま
つ
り
（
神
）
⑩
説
法
↓
諸
法
（
類

　
　
　

・
版
）
（
1
1
）
仏
の
説
法
を
き
く
也
↓
欠
文
（
神
）
（
1
2
）
二
↓
第
二
（
神
）

　
　
　

（
1
3
）
九
十
日
を
か
き
り
て
↓
九
十
日
お
か
き
り
て
（
為
）
九
十
日
を
限
り
て

　
　
　
　
（
神
）
（
1
4
）
身
に
つ
ね
に
↓
身
に
は
常
に
（
神
）
（
1
5
）
く
ち
に
つ
ね
に
↓
口

　
　
　

に
常
に
（
神
）
（
1
6
）
あ
み
た
仏
↓
阿
弥
陀
仏
（
神
）
（
1
7
）
名
を
と
な
へ
↓
名

　
　
　
唱
へ
（
神
）
（
1
8
）
つ
ね
に
↓
常
に
（
神
）
（
1
9
）
念
し
て
↓
ね
ん
し
て
（
諦
．

　
　
　
類
・
版
）
（
2
0
）
や
す
み
や
む
こ
と
↓
休
み
止
事
（
神
）
（
2
1
）
み
↓
見
（
神
）

　
　
　
　
（
2
2
）
き
く
也
↓
聞
な
り
（
謹
）
聞
也
（
神
）
　
（
2
3
）
三
に
は
↓
第
三
に
は

　
　
　
　
（
神
）
（
2
4
）
半
行
半
座
↓
半
行
半
坐
（
為
・
宮
・
類
・
版
）
（
2
5
）
つ
み
↓
罪

　
　
　
　
（
神
）
（
2
6
）
阿
僧
紙
劫
↓
阿
曽
祇
劫
（
禅
）
（
2
7
）
つ
み
↓
罪
（
神
）
（
2
8
）
は

　
　
　

な
れ
↓
離
れ
（
神
）
（
2
9
）
き
よ
め
↓
清
め
（
神
）
（
3
0
）
釈
迦
↓
尺
迦
（
諏
）

　
　
　

（
3
1
）
薬
王
等
↓
薬
師
等
（
課
）
薬
王
（
類
）
（
3
2
）
も
ろ
く
↓
も
ろ
も
ろ
の

　
　
　
　
（
為
・
神
・
類
・
版
）
　
（
3
3
）
大
汗
を
み
↓
大
井
を
見
（
神
）
大
菩
薩
を
み

　
　
　
　
（
類
）
（
3
4
）
四
↓
第
四
（
神
）
（
3
5
）
非
行
非
坐
↓
非
行
非
座
（
謹
）
（
3
6
）
い

　
　
　

は
く
↓
謂
ク
（
神
）
（
3
7
）
こ
れ
也
↓
こ
れ
な
り
（
諏
）
是
也
（
神
）
⑳
と
く

　
　
　

と
こ
ろ
↓
説
給
ふ
所
（
神
）
（
3
9
）
か
み
の
↓
上
の
（
神
）
（
4
0
）
み
な
↓
皆

　
　
　
　
（
神
）
（
4
1
）
た
か
ら
を
↓
宝
を
（
謂
・
神
）
（
4
2
）
き
s
て
↓
聞
て
（
諌
）
き

　
　
　
き
て
（
類
）
（
4
3
）
す
い
き
↓
随
喜
（
神
）
（
4
4
）
せ
ん
↓
せ
む
（
類
・
版
）

　
　
　

（
4
5
）
三
世
の
↓
三
世
ノ
（
為
）
（
4
6
）
諸
仏
井
↓
諸
仏
菩
薩
（
類
）
（
4
7
）
す
い

　
　
　

き
↓
随
喜
（
神
）
（
4
8
）
恵
心
ノ
要
法
文
ノ
心
を
の
す
↓
恵
心
要
法
文
ノ
心
を

　
　
　

の

す
（
謹
）
恵
心
要
法
文
ノ
心
ヲ
ノ
ス
（
神
）
恵
心
要
法
文
の
心
を
の
す

　
　
　

（類
・
版
）
（
4
9
）
中
ノ
↓
中
の
（
宮
・
謹
・
神
・
類
・
版
）
⑳
は
れ
た
る
↓
は

　
　
　

れ
た
る
空
の
（
神
）
（
5
1
）
な
と
↓
な
り
と
（
神
）
（
5
2
）
と
き
て
↓
説
て
（
神
）

　
　
　

（
5
3
）
侍
け
る
↓
侍
る
（
神
）
（
5
4
）
陳
ノ
↓
陳
の
（
神
・
類
・
版
）
（
5
5
）
年
↓

　
　
　

季
（
神
）
（
5
6
）
を
は
り
お
↓
お
は
り
を
（
宮
）
終
り
を
（
神
）
を
は
り
を

　
　
　
　
（
謹
・
類
・
版
）
（
5
7
）
た
ま
ひ
し
に
↓
玉
ひ
し
に
（
謹
）
給
し
に
（
神
）
給

　
　
　

ひ

し
に
（
類
・
版
）
（
5
8
）
智
朗
禅
師
ノ
↓
智
朗
禅
師
の
（
宮
・
讃
・
神
・
類

　
　
　
　
・
版
）
（
5
9
）
し
に
た
ま
ひ
↓
し
に
給
ひ
（
謹
・
類
・
版
）
死
に
給
ひ
（
神
）

　
　
　

（
6
0
）
な
む
の
ち
は
↓
な
ん
の
ち
は
（
謹
・
類
・
版
）
な
ん
後
は
（
神
）
（
6
1
）

　
　
　

誰
を
か
↓
た
れ
お
か
（
為
）
た
れ
を
か
（
宮
）
（
6
2
）
s
ひ
た
て
ま
つ
り
し
に

　
　
　

は

↓
問
た
り
し
に
は
（
神
）
と
ひ
た
て
ま
つ
り
し
に
（
類
）
と
ひ
た
て
ま
つ

　
　
　

り
し
に
は
（
版
）
㊥
明
道
す
也
↓
明
導
師
也
（
神
）
明
道
師
也
（
類
・
版
）

　
　
　

（
6
4
）
こ
た
へ
↓
答
（
神
）
（
6
5
）
給
ひ
け
る
↓
た
ま
ひ
け
る
（
為
．
宮
）
玉
ひ

　
　
　
け
る
（
諌
）
（
6
6
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
6
7
）
書
写
の
↓
書
写
ノ
（
為
）
（
6
8
）
人

　
　
　

の
き
て
↓
欠
文
（
神
）
（
6
9
）
と
ふ
↓
問
（
神
）
（
7
0
）
は
、
四
種
三
昧
を
こ
た

　
　
　

へ
給
け
り
。
ま
こ
と
に
い
み
し
き
↓
欠
文
（
謹
）
（
7
1
）
功
徳
に
て
↓
功
徳
に

　
　
　
　
（
神
・
類
・
版
）
（
7
2
）
清
海
ノ
君
ノ
事
↓
清
海
の
君
の
事
（
宮
・
潭
・
版
）

　
　
　

清
海
の
き
み
の
（
神
）
清
海
の
君
の
（
類
）
（
7
3
）
ら
れ
て
↓
ら
れ
（
神
）

　
　
　
（
－
　
、
4
7
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
7
5
）
見
え
↓
み
え
（
語
・
神
・
版
）
⑯
侍
ぬ
る
↓
侍

あ
る
（
類
）

二
八

　
六
、
あ
つ
ま
の
ひ
し
り
の
て
つ
か
ら
山
お
く
り
す
る
事

　
　
（
ユ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
昔
、
あ
つ
ま
の
方
に
、
い
み
し
く
思
ひ
す
ま
し
た
る
聖
あ
り
け
り
。
た
s
ひ

　
（
4
）
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
（
6
）

と
り
の
み
あ
り
て
、
す
へ
て
あ
た
り
に
人
を
よ
せ
す
そ
侍
け
る
。
た
s
わ
か
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
（
1
0
）

と
そ
、
と
き
く
い
て
s
人
に
も
み
え
け
る
。
ま
た
、
身
に
も
ち
た
る
物
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
（
1
3
）

し
も
な
し
。
仏
も
経
も
な
し
。
ま
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
も
の
つ
ゆ
ち
り
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
（
1
7
）

⑭

　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

し
。
か
く
る
へ
き
事
や
ち
か
つ
き
て
お
ほ
え
け
ん
、
日
こ
ろ
し
め
を
き
た
り
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
山
に
の
ほ
り
て
、
ひ
う
ち
け
に
寄
を
そ
か
き
て
侍
け
る
。

　
た

の

む
人

な
き
身
と
お
も
へ
ば
い
ま
は
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
（
お
）
　
　
　
　
（
2
0
）

　

て

つ
か

ら
し
つ
る
山
を
く
り
か
な

　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
（
2
5
）

さ
て
、
は
る
か
に
ほ
と
へ
て
、
な
す
へ
き
事
あ
り
て
山
に
い
れ
る
人
、
こ
れ
を

（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

み

い

た

し
た
り
け
る
と
な
ん
。
こ
と
に
、
あ
は
れ
に
し
の
ひ
か
た
く
侍
。
な
に

　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
×
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

も
も
た
ら
ぬ
こ
そ
、
こ
と
に
あ
は
れ
に
、
こ
の
も
し
く
侍
れ
。
か
の
天
竺
の
比

　
（
3
3
）
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

丘

ノ
坐
禅
ノ
ゆ
か
の
ほ
か
に
は
、
な
に
と
な
く
て
、
ま
ら
う
と
の
井
の
お
は
し

　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

た

る
に
、
こ
の
は
を
か
き
あ
つ
め
て
、
そ
れ
に
ゐ
さ
せ
た
て
ま
つ
り
け
る
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

み

侍

し
よ
り
、
こ
の
事
は
い
み
し
く
こ
の
も
し
く
侍
。
い
に
し
へ
、
の
き
ち
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
た
ち
は
な
を
あ
い
せ
し
人
、
く
ち
な
は
と
な
り
て
木
の
も
と
に
あ
り
な
と
も

　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
（
5
0
）

伝
に

は

見
え
侍
。
又
釈
迦
仏
、
昔
た
s
人
に
て
を
は
し
ま
し
け
る
に
、
毒
馳
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

な
り
て
さ
き
に
つ
ち
に
う
つ
め
り
し
こ
か
ね
を
ま
つ
ふ
と
も
侍
め
る
は
。

〔
校
異
〕
（
1
）
昔
↓
む
か
し
（
課
）
（
2
）
方
に
↓
か
た
に
（
謹
）
（
3
）
あ
り
↓
有
（
輝
）

　
　
　

（
4
）
た
s
ひ
と
り
↓
唯
ひ
と
り
（
謹
）
唯
独
り
（
神
）
（
5
）
あ
り
て
↓
有
て

　
　
　
　
（
神
）
（
6
）
す
へ
て
↓
欠
文
（
神
）
（
7
）
と
き
く
い
て
s
↓
時
く
出
て

　
　
　
　
（
神
）
（
8
）
み
え
↓
見
え
（
為
・
宮
）
（
9
）
ま
た
↓
ま
x
（
類
）
（
1
0
）
も
ち

　
　
　
↓
持
（
神
）
（
1
1
）
ま
し
て
↓
増
て
（
神
）
（
1
2
）
ほ
か
の
↓
外
の
（
神
）
（
1
3
）

　
　
　
も
の
↓
物
（
語
・
神
）
⑭
な
し
↓
侍
ら
す
（
神
）
（
1
5
）
か
く
る
↓
か
s
る

　
　
　

（神
・
類
）
（
1
6
）
日
こ
ろ
↓
日
比
（
神
）
（
1
7
）
を
き
↓
置
（
神
）
⑬
寄
を
そ
か

　
　
　

き
て
侍
け
る
↓
寄
を
な
ん
書
て
侍
る
（
神
）
（
1
9
）
山
↓
や
ま
（
謂
・
類
・
版
）

　
　
　

（
2
0
）
か
な
↓
哉
（
神
）
（
2
1
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
（
2
2
）
事
↓
こ
と
（
謹
・
類
・

　
　
　
版
）
（
2
3
）
あ
り
て
↓
有
て
（
神
）
（
2
4
）
い
れ
る
↓
入
る
（
神
）
（
2
5
）
こ
れ
↓

　
　
　

是

（神
）
（
2
6
）
み
↓
見
（
神
）
（
2
7
）
こ
と
に
↓
殊
に
（
神
）
（
2
8
）
な
に
↓
何

　
　
　
　
（
神
）
（
2
9
）
も
た
ら
ぬ
↓
持
ら
ぬ
（
神
）
（
3
0
）
あ
は
れ
に
↓
哀
に
（
神
）
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（
3
1
）
し
の
ひ
か
た
く
侍
。
な
に
も
も
た
ら
ぬ
こ
そ
、
こ
と
に
あ
は
れ
に
↓
欠

　
　
　
　
撒旛
〕
鎗
〕
齢
パ
ぱ
ぴ
（
鍵
鎧
ソ
ぴ
駈
誤
噛
遠
か
ぴ

　
　
　
　
　
ほ
か
↓
床
の
外
（
神
）
（
3
6
）
な
に
と
↓
な
に
も
（
為
・
宮
・
類
・
版
）

　
　
　
　
翻
払
鍵
（
範
ゴ
窪
鵠
射
跨
殼
羅
罐
（
鑛
∈
範
昂
雌

　
　
　
　

事
は
（
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
4
1
）
こ
の
も
し
く
↓
こ
の
も
の
し
く
（
為
）

　
　
　
　

（
4
2
）
の
き
ち
か
き
↓
軒
近
き
（
神
）
（
4
3
）
た
ち
は
な
を
あ
い
せ
し
↓
た
ち
花

　
　
　
　

を
愛
せ
し
（
神
）
（
4
4
）
く
ち
な
は
↓
く
ち
な
わ
（
神
）
（
4
5
）
な
り
て
↓
成
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　

（神
）
（
4
6
）
木
の
も
と
に
↓
木
の
も
と
に
そ
（
諌
）
木
の
下
に
（
神
）
⑰
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　

り
な
と
も
↓
有
と
な
ん
（
神
）
（
4
8
）
見
え
↓
み
え
（
謹
・
神
・
版
）
（
4
9
）
昔
↓

　
　
　
　

む
か

し
（
謹
・
神
）
（
5
0
）
を
は
し
↓
お
は
し
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
5
1
）
こ

　
　
　
　

か
ね
↓
金
（
神
）
（
5
2
）
侍
め
る
は
↓
侍
る
め
る
は
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
（
2
）

　
か

s
る
に
、
こ
の
人
な
に
の
も
た
る
も
の
に
か
は
、
つ
ゆ
は
か
り
の
心
も
は

　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た

ら
き
侍
へ
き
。
猶
々
う
ら
や
ま
し
く
侍
。
も
ろ
こ
し
に
ま
か
り
て
侍
し
に

　
　
　
　
（
6
）
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
（
9
）
　
（
正
）

も
、
さ
ら
に
な
に
も
な
く
て
、
け
さ
と
は
ち
と
は
か
り
も
ち
た
る
人
せ
う
く

（
え
）
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

み

へ
侍
き
。
猶
ほ
と
け
の
御
国
に
さ
か
ひ
ち
か
き
国
な
れ
は
、
あ
は
れ
に
も
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
（
を
）
　
（
ほ
）
　
　
　
（
1
5
）

s
る
よ
と
思
ひ
あ
は
せ
ら
れ
侍
き
。
ま
た
、
人
お
と
を
さ
か
る
事
い
み
し
く
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
（
1
7
）

う
と
く
侍
。
な
に
わ
さ
に
つ
け
て
も
、
ひ
と
り
侍
は
か
り
す
み
た
る
事
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
（
1
9
）

し
。
む
か
し
の
高
僧
の
あ
と
を
た
つ
ぬ
れ
は
、
み
な
か
や
う
に
の
み
侍
に
や
。

　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
×
へ
×
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
⑳

猶
々
あ
は
れ
に
侍
。
う
た
さ
え
い
う
に
侍
し
そ
。

　

〔校
異
〕
（
1
）
こ
の
人
↓
此
人
（
謂
・
類
・
版
）
（
2
）
な
に
↓
な
は
（
謹
）
欠
文
（
神
）

　
　
　
　

③
侍
へ
き
↓
侍
ら
し
と
（
神
）
（
4
）
猶
々
う
ら
や
ま
し
く
↓
な
を
く
浦
山

　
　
　
　

し
く
（
神
）
（
5
）
も
ろ
こ
し
↓
唐
土
（
神
）
（
6
）
さ
ら
に
↓
更
に
（
神
）

　
　
　
　
　
（
7
）
な
に
↓
何
（
神
）
（
8
）
け
さ
と
は
ち
↓
け
さ
と
鉢
（
謹
・
類
・
版
）
袈

　
　
　
　

裟
と
鉢
（
神
）
（
9
）
は
か
り
↓
計
（
神
）
（
1
0
）
も
ち
↓
持
（
神
）
（
1
1
）
み
へ

　
　
　
　
鮎
就
撰
編
轟
厳
］
鉋
撫
舗
魏
1
8
箆
欝
討
頑
騙
）

　
　
　
　
曙
繰
遜
鮭
雄
誌
禁
辮
懸
脚
鯖
㌶
臥
畿
途
離

　
　
　
　
　
れ
は
（
神
）
（
1
9
）
み
な
↓
皆
（
神
）
（
2
0
）
猶
々
↓
な
を
く
（
謂
・
神
）

　
　
　
　
題）

羅
晶
㍊
〕
箆
駿
融
㌫
鴎
福
パ
獅
騨
版
）
鷲

　
七
、
清
水
の
は
し
の
し
た
の
乞
食
の
説
法
事

　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
へ
）
（
3
）

　
昔
、
清
水
の
は
し
の
し
た
に
、
こ
も
に
て
あ
や
し
の
い
ゑ
ゐ
せ
る
も
の
x
、

　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
（
8
）

ひ

る
は
い
ち
に
い
て
s
さ
か
ま
た
ふ
り
と
い
ふ
こ
と
を
た
て
s
も
の
を
こ
ひ
て

　
　
　
　
（
9
）
（
1
0
）
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

よ
を
わ
た
る
あ
り
け
り
。
こ
し
に
は
、
こ
も
の
き
れ
を
ま
き
て
そ
有
け
る
。
か

　
る
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

s
り
ほ
と
に
、
と
き
の
大
臣
な
る
人
い
み
し
く
心
を
い
た
し
て
仏
事
す
る
事
あ

　
s
（
1
6
）
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
（
1
9
）

り
け
る
。
た
う
し
は
、
時
に
と
り
て
た
う
と
く
き
こ
ゆ
る
人
に
て
そ
お
は
し
け

　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
×
2
4
）

る
。
こ
の
さ
か
ま
た
ふ
り
の
そ
う
、
に
は
に
た
～
す
み
て
、
事
の
こ
く
け
ん
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
（
2
6
）

い

み

し
く
う
か
s
ひ
た
り
け
に
侍
け
れ
は
、
さ
や
う
の
こ
ち
し
き
か
た
は
人
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
）
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

と
は
、
か
や
う
の
所
に
は
み
へ
く
る
事
な
れ
は
に
こ
そ
な
と
、
人
々
は
思
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
（
3
0
）
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
（
3
3
）

ほ

と
に
す
て
に
事
よ
く
な
り
て
侍
け
る
。
こ
の
僧
、
日
こ
ろ
の
す
か
た
に
て
日

　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

か

く
し
の
ま
よ
り
あ
ゆ
み
い
り
て
か
う
さ
に
の
ほ
り
に
け
り
。
あ
れ
は
い
か
に

と
め
も
は
つ
か
な
る
わ
さ
か
な
と
あ
や
し
み
あ
ひ
た
り
け
れ
と
、
や
う
こ
そ
は

　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

あ
る
ら
め
と
て
、
ほ
う
よ
う
な
と
し
て
は
し
ま
り
に
け
り
。

　

〔校
異
〕
（
1
）
昔
↓
む
か
し
（
神
）
（
2
）
は
し
の
し
た
に
↓
橋
の
下
に
（
神
）
（
3
）
い

　
　
　
　
　
ゑ
ゐ
↓
家
ゐ
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
4
）
ひ
る
は
↓
昼
は
（
神
）
⑤
い
ち
に

　
　
　
　
　
い
て
、
↓
つ
ち
に
い
て
、
（
謹
・
類
）
つ
ち
に
出
て
（
神
）
（
6
）
さ
か
ま
た

　
　
　
　
　
ふ
り
↓
さ
る
ま
た
ふ
り
△
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
7
）
い
ふ
こ
と
を
た
て
～
↓

　
　
　
　
　
い
ふ
事
を
た
て
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（謹
）
云
事
立
て
（
神
）
（
8
）
も
の
を
こ
ひ
て
↓
も
の
s

　
　
　
　
　
こ
ひ
て
（
宮
）
物
を
乞
て
（
神
）
（
9
）
よ
を
わ
た
る
↓
世
を
わ
た
る
（
諌
）

　
　
　
　
　
世
を
渡
る
（
神
）
（
1
0
）
あ
り
↓
有
（
神
）
（
1
1
）
こ
し
↓
腰
（
神
）
（
1
2
）
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
れ
↓
切
（
神
）
（
1
3
）
有
け
る
↓
あ
り
け
る
（
為
・
宮
）
（
1
4
）
か
～
り
↓
か
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　誤
情
徳
）
範
憶
潔
講
輪
W
蓮
舗
四
盟
い
麟
駕
鱗

　
　
　
　
　
（
1
9
）
に
て
そ
↓
に
て
（
神
）
（
2
0
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
2
1
）
さ
か
ま
た
ふ
り
↓

　
　
　
　
　
さ
る
ま
た
ふ
り
（
神
・
類
・
版
）
（
2
2
）
そ
う
↓
僧
（
神
）
（
2
3
）
に
は
に
↓
庭

　　　　　藪
鯉
議
㌶
竃
竃
覇
鷺
竃
鐙
繊
測

　
　
　
　
　
は
に
こ
そ
↓
な
れ
は
こ
そ
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
2
9
）
思
け
る
↓
思
ひ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　

（神
）
（
3
0
）
侍
け
る
。
↓
侍
け
る
に
（
諸
本
）
（
3
1
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
3
2
）

　
　
　
　
　
日
こ
ろ
の
↓
日
比
の
（
神
）
（
3
3
）
す
か
た
↓
姿
（
神
）
す
か
（
類
）
（
3
4
）
日

　
　
　
　
毅
訪欝
卯
殼
鶴
鵠
輪
〕
蓮
鋤
駒
訂
杁
竪
酬
）
（
（
3
6
神
）
）

　
　
　
　
　
（
3
8
）
ほ
う
よ
う
↓
法
用
（
神
）
（
3
9
）
は
し
ま
り
に
↓
は
s
ま
り
わ
（
謹
）

　
　
　
　
　
（
1
）

　

さ
て
、
説
法
い
ひ
し
ら
す
い
み
し
く
昔
の
ふ
る
な
尊
者
か
た
ち
゜
を
か
く
し
て

　
　
　
　
　
　
（
2
）

き
た
り
た
ま
へ
る
か
な
と
い
ひ
あ
つ
か
ふ
ほ
と
に
侍
け
り
。
我
も
さ
め
く
と

　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
き
け
り
。
こ
の
道
師
す
へ
か
り
つ
る
人
も
、
あ
め
し
つ
く
と
な
き
け
り
。
み

　
　
　
（
6
）
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

す
の
う
ち
に
は
の
ほ
と
な
と
は
、
所
せ
き
ほ
と
に
そ
侍
け
る
。
さ
て
、
な
み
た

　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

お

し
の
こ
ひ
て
、
か
う
さ
よ
り
お
り
給
け
れ
は
、
こ
の
あ
る
し
も
、
た
い
め
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
（
1
7
）

せ
ん

と
お
も
ひ
、
人
々
も
そ
の
よ
し
思
け
る
ほ
と
に
、
お
り
は
て
け
れ
は
、
や

　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

か
て

れ
い

の

さ
か
ま
た
ふ
り
た
て
＼
、
く
る
ひ
い
て
s
ま
き
れ
に
け
り
。
そ
の

（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
（
2
5
）

後
は
、
あ
し
き
事
し
つ
と
や
お
も
ひ
た
ま
ひ
け
む
、
か
き
く
ら
し
う
せ
に
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

り
と
な
ん
。
い
か
に
も
た
s
人
に
は
あ
ら
さ
り
け
り
と
そ
人
々
も
い
ひ
あ
ひ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

り
け
る
。
け
に
、
た
s
に
は
あ
ら
さ
り
け
る
人
に
こ
そ
侍
け
れ
。
さ
れ
は
、
止

　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

観
の

中
に
は
、
徳
を
か
く
さ
む
と
お
も
は
s
、
そ
ら
物
く
る
ひ
を
す
へ
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
（
わ
）

と
侍
そ
か
し
。
ほ
か
の
ふ
る
ま
ひ
は
、
も
の
さ
は
か
し
き
に
か
た
と
り
け
め
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
）
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

も
心
の
う
ち
は
、
い
か
は
か
り
諸
法
空
寂
の
こ
と
は
り
に
住
し
て
お
は
し
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
の

と
、
た
う
と
く
侍
り
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　垂

li欝翼i竃零叢1藷
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八
、
お
し
の
ま
ね
し
た
る
上
人
の
ま
こ
と
の
人
に
法
文
云
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
へ
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
中
比
、
あ
つ
ま
の
か
た
に
、
国
々
を
ま
は
り
て
物
も
い
は
て
、
も
の
を
た
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
（
5
）
（
お
）
　
　
　
　
（
6
）

き
て
か
た
の
こ
と
く
も
の
な
と
く
ひ
て
く
ふ
を
し
な
る
そ
う
あ
り
け
り
。
い
か

　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に

も
、
け
に
も
の
い
は
ぬ
も
の
と
は
お
ほ
え
す
。
た
s
い
つ
は
れ
る
事
と
そ
み

　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
か
（
1
0
）

え
け
る
。
ま
た
す
。
た
こ
と
さ
ま
も
、
い
み
し
く
た
う
と
く
な
つ
か
し
く
そ
侍

　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

け
る
。
あ
る
僧
こ
の
事
を
あ
や
し
み
て
、
い
み
し
う
く
い
物
な
と
よ
う
い
し

三
〇

　
　
　
　
　
（
1
5
）
（
1
6
）
（
1
7
）
心

て
、
そ
も
く
こ
の
た
ひ
う
き
世
を
い
て
給
へ
き
ま
こ
と
の
道
は
、
い
か
s
侍

（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
s

え
侍
へ
き
。
た
s
、
一
く
ち
の
た
ま
は
せ
よ
か
し
。
人
の
心
の
い
さ
s
か
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

き
侍
ら
ん
は
、
い
み
し
き
御
功
徳
に
こ
そ
侍
ら
め
と
い
ひ
け
れ
と
、
耳
に
も
き

　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

s
い
れ
す
。
た
ち
は
し
り
て
い
て
け
る
を
、
は
る
か
に
は
し
り
し
た
ひ
て
い
か

て

か

さ
は
か
り
の
心
さ
し
を
は
う
し
な
ひ
給
へ
き
。
か
な
ら
す
身
に
お
ほ
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
（
お
）
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
⑳
キ
リ

め
た

ら
む
事
ひ
と
つ
い
ひ
す
て
s
を
は
せ
よ
と
い
ひ
け
れ
は
、
か
へ
り
て
豊
離

カ
ヤ
ヘ
ツ
ク
シ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ク
ヒ
シ
ヤ
ク
ワ
ウ
ケ
ヘ
ツ
ウ
シ
ヤ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
（
3
2
）
　
あ
に
は
な
れ
て

伽
耶
別
求

常
寂
非
寂
光
外
別
有
娑
婆
と
そ
い
ひ
す
て
～
さ
り
に
け
る
。

　
　
も
と
め
　
　
　
　
を
し
て
　
　
　
　
　
　
に
に
　
ら
ん
や

〔
校
異
〕
（
1
）
か
た
に
↓
方
に
（
神
）
　
（
2
）
国
々
を
↓
国
々
お
（
為
）
（
3
）
物
↓
も

　
　
　

の

（為
・
宮
）
（
4
）
も
の
を
↓
物
を
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
も
の
お
（
為
）

　
　
　
　
　
こ

　
　
　
（
5
）
く
ひ
て
く
ふ
↓
こ
ひ
て
く
ふ
（
為
・
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
乞
て
食

　
　
　

（神
）
（
6
）
そ
う
↓
僧
（
宮
・
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
7
）
も
の
↓
物
（
謂
）

　
　
　
（
8
）
い
つ
は
れ
る
↓
偽
れ
る
（
神
）
（
9
）
み
え
け
る
↓
見
え
け
る
（
為
・
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　

・

神
・
類
）
み
え
に
け
る
（
諌
）
（
1
0
）
ま
た
す
。
た
↓
又
姿
（
神
）
（
1
1
）
あ

　
　
　
る
僧
↓
有
僧
（
神
）
（
1
2
）
こ
の
事
↓
此
事
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
1
3
）
く

　
　
　

い
物
↓
食
物
（
神
）
　
「
く
ひ
も
の
」
と
も
よ
め
る
（
諌
）
（
1
4
）
よ
う
い
↓
用

　
　
　
意

（神
）
（
1
5
）
そ
も
く
↓
抑
（
神
）
（
1
6
）
こ
の
た
ひ
↓
此
た
ひ
（
謹
・
類

　
　
　

・
版
）
此
度
↓
（
神
）
　
（
1
7
）
う
き
世
を
↓
う
き
世
（
謹
）
憂
世
を
（
神
）

　
　
　
　
　
む

　
　
　
（
1
8
）
侍
え
↓
心
え
（
諸
本
）
（
1
9
）
の
た
ま
は
せ
↓
の
給
は
せ
（
神
）
（
2
0
）
い

　
　
　
さ
s
か
も
↓
い
さ
さ
か
も
（
神
）
（
2
1
）
こ
そ
↓
社
（
神
）
（
2
2
）
い
ひ
け
れ
と

　
　
　
↓
云
け
れ
（
神
）
（
2
3
）
き
s
い
れ
す
↓
聞
入
す
（
調
）
入
す
（
神
）
（
2
4
）
た

　
　
　
ち
は
し
り
て
↓
た
ち
は
し
り
（
課
・
神
・
類
・
版
）
（
2
5
）
い
て
け
る
を
↓
出

　
　
　
け
る
を
（
神
）
（
2
6
）
は
る
か
に
↓
遙
に
（
謂
）
（
2
7
）
す
て
s
↓
捨
て
（
神
）

　
　
　
（
2
8
）
を
は
せ
よ
↓
お
は
せ
よ
（
謂
）
（
2
9
）
け
れ
は
↓
け
れ
く
（
類
・
版
）
類

　
　
　
従
本
で
は
「
は
カ
」
と
傍
記
⑳
か
へ
り
て
↓
み
か
へ
り
て
（
為
・
宮
）

　
　
　
（
3
1
）
い
ひ
す
て
s
↓
い
ひ
す
て
て
（
宮
）
云
捨
て
（
神
）
（
3
2
）
さ
り
↓
去
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）
（
3
）

　

ま
こ
と
に
い
み
し
く
た
う
と
く
侍
け
る
事
也
。
天
台
宗
法
文
の
た
ま
し
い
た

（

4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
（
7
）

s
こ
れ
に
て
侍
に
こ
そ
。
か
や
う
に
、
つ
ね
に
お
も
ひ
け
ん
心
の
そ
こ
は
い
か

　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
（
1
1
）
　
（
1
2
）

は
か

り
き
よ
く
す
み
わ
た
り
て
侍
け
ん
。
こ
の
ふ
み
の
心
は
、
こ
の
う
き
よ
の

　
（
1
3
）
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ほ

か

に
、
へ
ち
に
仏
の
国
な
し
。
ま
と
ひ
の
人
の
ま
へ
に
は
、
あ
や
し
の
木
草

　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

し
け
り
た
る
、
け
か
ら
は
し
き
所
と
み
ゆ
れ
と
も
、
さ
と
り
の
ま
な
こ
の
ま
へ

　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
（
へ
）
　
（
釦
）
　
　
　
　
（
を
）
（
2
4
）

に

は
、
な
み
の
お
と
風
の
こ
ゑ
み
な
た
ゑ
な
る
み
の
り
お
と
な
へ
侍
そ
か
し
。
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（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
（
2
7
）

さ
れ
は
、
天
竺
展
旦
の
い
み
し
き
高
僧
た
ち
は
、
み
な
縄
床
に
曼
座
し
て
定
印

　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

を

む
す

ひ
、
ま
な
こ
を
と
ち
て
、
か
や
う
に
観
せ
し
か
は
、
と
く
い
た
り
こ
う

　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
（
3
3
）
　
（
3
4
）
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
（
3
7
）

つ

も
り
て
つ
ね
に
諸
仏
井
を
み
、
っ
ね
に
六
道
の
有
さ
ま
を
み
る
と
も
侍
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

り
。
か
や
う
の
事
か
き
つ
く
し
か
た
く
、
い
ひ
い
つ
る
に
も
は
s
か
り
あ
る
へ

　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

し
。
心
さ
し
あ
ら
む
人
、
わ
さ
と
か
や
う
の
事
し
れ
ら
ん
人
に
た
つ
ぬ
へ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

い

ま
こ
の
あ
つ
ま
の
僧
の
ふ
る
ま
ひ
、
あ
は
れ
に
お
ほ
え
侍
。
さ
て
も
、
観
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
（
4
6
）

坐
禅
は
す
て
に
よ
も
く
た
り
、
時
も
す
き
に
た
り
な
と
い
ふ
人
も
侍
へ
し
。
か

　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
（
5
0
）

な
ら
す
し
も
さ
は
侍
ま
し
き
に
や
。
ひ
ろ
く
禅
宗
の
ふ
み
に
見
え
た
り
。

〔
校

異
〕
麗
評
㍊
絶
籔
沃
韓
鎮
始
誘
籔
麗
誇
詠
鯖
縫

　
　
　
　

神
）
（
6
）
つ
ね
に
↓
常
に
（
神
）
（
7
）
お
も
ひ
↓
思
ひ
（
宮
）
（
8
）
き
よ
く

　
　
　
　

↓
清
く
（
神
）
（
9
）
す
み
わ
た
り
て
↓
す
み
渡
り
て
（
神
）
（
1
0
）
こ
の
ふ
み

　
　
　
　

の
↓
此
文
の
（
神
）
（
1
1
）
こ
の
↓
此
（
調
・
類
・
版
）
（
1
2
）
う
き
よ
↓
う
き

　
　
　
　

世
（
宮
・
神
）
（
1
3
）
ほ
か
に
↓
外
に
（
神
）
（
1
4
）
へ
ち
に
↓
別
に
（
神
）

　
　
　
　

（
1
5
）
ま
へ
に
↓
前
に
（
神
）
（
1
6
）
た
る
↓
た
り
（
謹
）
（
1
7
）
け
か
ら
は
し
き

　
　
　
　

↓
け
る
ら
は
し
き
（
謹
）
（
1
8
）
と
も
↓
共
（
神
）
（
1
9
）
ま
な
こ
の
↓
眼
の

　
　
　
　
ρぎ
鉋
誤
藻
露
議
毅
偽
㌧
瀦
靴
ぷ
輪
宏
鴻
驚

　
　
　
　
爾
学
鎖
逮
握
駕
蒜
㌶
雷
訴
遍
ぱ
逮
働
齢
ち

　．

難
議
難
難
饗
醗

　
　
　
　
　
（
神
）
（
3
5
）
つ
ね
に
↓
常
に
（
神
）
（
3
6
）
有
さ
ま
↓
あ
り
さ
ま
（
為
・
宮
）

　
　
　
　

有
様
（
神
）
（
3
7
）
み
る
↓
見
る
（
謂
・
類
・
版
）
（
3
8
）
か
き
↓
書
（
神
）

　
　
　
　

（
3
9
）
い
つ
る
↓
出
る
（
神
）
（
4
0
）
は
s
か
り
あ
る
↓
揮
り
有
（
神
）
（
4
1
）
あ

　
　
　
　

ら
む
↓
あ
ら
ん
（
課
）
（
4
2
）
か
や
う
↓
か
様
（
神
）
（
4
3
）
た
つ
ぬ
↓
尋
ぬ

　
　
　
　
　
（
謹
）
（
4
4
）
さ
て
も
↓
扱
も
（
神
）
（
4
5
）
時
も
↓
と
き
も
（
為
・
宮
）
（
4
6
）

　
　
　
　

す
き
に
↓
過
に
（
神
）
（
4
7
）
さ
は
↓
さ
い
（
類
）
⇔
禅
宗
↓
禅
家
（
類
）
版

　
　
　
　

本
で
は

「
家
」
と
も
「
宗
」
と
も
よ
め
る
（
4
9
）
ふ
み
に
↓
文
に
（
神
）
（
5
0
）

　
　
　
　

見
え

た
り
↓
み
へ
た
り
（
為
）
み
え
た
り
（
諌
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）

　
九
、
あ
つ
ま
の
か
た
に
不
軽
お
か
み
け
る
老
僧
の
事

　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
中
こ
ろ
、
あ
つ
ま
の
か
た
に
、
と
し
い
と
た
け
た
る
ひ
し
り
の
い
ひ
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
（
5
）

き
た
な
け
な
る
か
か
み
な
か
く
き
物
け
か
れ
た
る
あ
り
け
り
。
み
と
み
る
人
を

　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

s
か
み
て
、
我
深
敬
汝
等
。
不
敢
軽
慢
所
以
者
何
。
汝
等
皆
行
菩
薩
道
。
当
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

作
仏
。
の
文
を
な
ん
と
な
へ
け
る
。
お
か
む
と
て
も
、
な
を
さ
り
の
け
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ま
こ
と
を
い
た
し
て
そ
、
み
え
け
る
。
い
か
に
も
た
s
に
は
あ
ら
ず
。
ふ
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
（
1
2
）

思
ひ

い

れ
た

る
人
な
る
へ
し
と
見
え
け
り
。
さ
て
、
人
な
と
の
あ
は
ぬ
所
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

は
、
い
と
ま
を
s
し
み
て
、
い
と
は
や
く
そ
は
し
り
け
る
。
あ
し
な
と
に
は
、

　
　
　
　
　
（
6
ユ
）

ひ

さ
ま
て
つ
ち
と
も
し
み
つ
き
て
、
ひ
た
い
て
も
つ
ち
か
た
に
て
そ
侍
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
ヱ
）
（
を
）

い

か

な
る
所
を
も
き
ら
は
す
お
か
み
け
れ
は
、
さ
こ
そ
は
侍
け
め
。
お
も
ひ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
（
2
1
）

ん

心
の

そ

こ
ふ
か
s
る
へ
し
と
お
ほ
え
て
、
き
く
も
か
し
こ
く
侍
。
こ
の
国
に

　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

は
、
な
に
と
な
ら
は
し
て
侍
け
る
事
や
覧
、
七
月
十
四
日
に
そ
、
た
か
き
い
や

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
（
を
）
（
2
5
）
　
　
　
　
　
（
2
6
）

し
き
も
な
く
、
こ
の
つ
と
め
お
は
し
侍
。
た
s
の
と
き
は
、
い
と
か
た
く
み
え

　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

侍
に

ゃ
。
こ
れ
は
、
釈
迦
如
来
昔
不
軽
芹
と
い
は
れ
給
し
と
き
、
し
そ
め
給
け

（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

る
お
こ
な
ひ
な
り
け
れ
は
、
い
つ
と
な
く
も
し
侍
へ
き
事
に
こ
そ
侍
め
れ
。
さ

　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
（
へ
）
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

れ

は
、
讃
如
聖
な
と
は
、
こ
の
つ
と
め
を
し
て
い
ゑ
こ
と
に
あ
り
き
た
ま
ひ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

そ

か

し
。
あ
る
と
き
は
、
門
に
て
つ
ね
な
ら
ぬ
に
ほ
ひ
を
か
く
な
と
み
ゆ
れ

（4
0
）

は
、
た
の
も
し
く
そ
き
こ
ゆ
る
。

〔

校
異
読
霧
酬
㌶
羅
霧
臓
灘
撫
渋
霧
刷
縫

　
　
　綜
）
（
為
）
（
8
）
猷
鰭
ゆ
禁
鑓
ぽ
榊
掻
見
汲
）
（
助
鎌
縫
鷲

　
　
　

成
（
神
）
⑪
見
え
け
り
↓
み
え
け
り
（
為
・
宮
・
謹
・
神
・
版
）
み
え
た
り

　
　
　

（類
）
（
1
2
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
（
1
3
）
～
し
み
て
↓
を
し
み
て
（
類
・
版
）
お

　
　
　
し
み
て
（
諌
・
神
）
（
1
4
）
は
や
く
そ
↓
は
や
く
（
神
）
（
1
5
）
あ
し
↓
足
（
神
）

　
　
　
（
1
6
）
つ
ち
↓
土
（
神
）
（
1
7
）
き
ら
は
す
↓
嫌
は
す
（
神
）
（
1
8
）
ふ
か
s
る
↓

　
　
　
鵬
勢
鍾
〕
蒜
鵡
蓮
⑪
ぽ
ぽ
剛
調
魅
）
（
神
）
（
2
3
）
鞄
賛
謙

　
　
　
や
ら
ん
（
謹
）
や
覧
（
類
）
（
2
4
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
2
5
）
お
は
↓
を
は
（
類

　
　
　

・

版
）
（
2
6
）
た
～
↓
た
た
（
版
）
（
2
7
）
こ
れ
は
↓
欠
文
（
神
）
（
2
8
）
不
軽
弄

　
　
　
↓
不
軽
菩
薩
（
類
）
（
2
9
）
と
き
↓
時
（
神
）
（
3
0
）
給
け
る
↓
給
ひ
け
る
（
課

　
　
　
い
翻
瀧
極
蓮
誘
司
ぽ
ぴ
鍵
繧
融
）
（
神
）
（
3
5
）
㌶
纏

　
　
　

（謹
・
神
・
類
・
版
）
（
3
6
）
た
ま
ひ
し
↓
給
し
（
神
）
（
3
7
）
あ
る
と
き
は
↓

　
　
　
有
時
は
（
神
）
（
3
8
）
つ
ね
↓
常
（
神
）
（
3
9
）
に
ほ
ひ
を
↓
に
ほ
ひ
お
（
為
）

　
　
　
（
4
0
）
み
ゆ
れ
は
↓
ゆ
み
れ
は
（
類
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
（
2
）

　
す
へ
て
、
こ
の
ふ
経
と
い
ふ
事
の
心
は
、
衆
生
の
む
ね
の
そ
こ
に
、
仏
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

お

は

し
ま
す
を
、
う
や
ま
ひ
お
か
み
た
て
ま
つ
る
也
。
我
等
か
や
う
な
る
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
）
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ひ

の

凡
夫
こ
そ
こ
の
こ
と
は
り
を
し
ら
ね
と
も
、
さ
と
り
の
ま
へ
に
は
い
か
な
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（
6
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仏
性
を
そ
な
ゑ
て
（
7
）
侍
也
。
地
獄
餓
鬼
ま

る
あ
り
け
ら
ま
て
も
思
ひ
く
た
す
へ
き
も
の
な
く
。
仏
性
な
き
も
の
は

て

も
（
8
）
み
な
（
9
）
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
）
（
1
1
）
　
　
　
（
1
2
）

ひ

と
り
も
な
け
れ
は
、
こ
の
こ
と
は
り
を
し
り
ぬ
れ
は
、
あ
や
し
の
と
り

　
　
　
（
1
3
）

け
た
も
の
ま
て
も
た
う
と
か
ら
ぬ
事
な
し
。
さ
れ
は
、
仏
ね
は
ん
に
い
り
た
ま

　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

は
む

と
せ
し
時
、
お
ほ
き
な
る
光
を
は
な
ち
給
て
、
十
方
を
て
ら
し
給
し
に
地

　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
（
2
0
）
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

獄
の
そ
こ
ま
て
そ
の
光
い
た
り
て
、
光
の
う
ち
に
ご
ゑ
あ
り
て
、
も
ろ
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
（
2
5
）

衆
生
に
み
な
仏
性
あ
り
と
s
な
へ
し
か
は
、
そ
の
く
る
し
み
み
な
の
そ
こ
り

（

2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

て
、
天
上
に
む
ま
る
と
そ
侍
め
る
。
こ
ま
か
に
は
、
ね
は
ん
経
に
み
え
た
り
。

　
（
2
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
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か
の

玄
常
上
人
の
、
と
り
け
た
も
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を
み
て
こ
し
を
か
s
め
た
ま
ひ
け
ん
、
こ

　
（
3
1
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（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
へ
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（
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3
×
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4
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心
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こ
そ
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け
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や
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ま
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あ
る
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の
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ひ
い
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（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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6
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7
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る
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仏
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れ
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る
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4
2
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、
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な
ら
す
そ
の
お
も
ひ
を
と
く
る
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な
れ
は
、
こ
の
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に
仏
性
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と
し
り

　
　
　
　
　
　
　
さ
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

て
、
と
く
あ
ら
は
せ
ん
と
お
も
は
ん
に
、
い
か
て
か
む
な
し
く
侍
ら
ん
。
い
は

　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

ん

や
、
こ
れ
は
ほ
と
け
と
い
ふ
か
た
う
と
の
ち
か
ら
を
く
は
へ
た
ま
へ
は
、
た

　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
　
　
（
4
9
）

よ
り
あ
る
へ
き
事
也
。
ま
た
、
か
や
う
に
よ
う
つ
の
人
に
仏
性
の
を
は
し
ま
す

　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

事
を

し
り
な
は
、
人
を
に
く
み
あ
さ
け
る
事
な
と
も
、
を
の
つ
か
ら
と
s
ま
る

　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

中
た
ち
と
も
な
る
へ
し
。
よ
な
く
は
、
仏
を
い
た
き
て
ね
ふ
り
、
あ
さ
な

　
　
（
5
5
）
　
　
（
5
6
）
（
5
7
）
フ
〔
士
〕
（
5
8
）
　
　
　
（5
9
）

く
は
仏
と
s
も
に
お
く
と
傅
大
土
の
と
き
た
ま
へ
る
は
、
た
の
も
し
く
そ
き

　
　
（
6
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
　
　
　
（
6
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

こ
ゆ
る
。
心
さ
し
の
あ
ら
む
人
、
こ
ま
か
に
た
つ
ね
な
ら
ふ
へ
し
。
こ
の
こ
と

　
　
（
6
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

を

つ
ね

に
心
に

す
て

さ
ら
む
人
は
、
女
人
な
り
と
も
男
子
と
な
つ
く
。
悪
人
な

　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

り
と
も
善
人
と
い
ふ
へ
し
な
と
経
に
は
侍
め
る
は
、
正
法
の
い
の
ち
す
て
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

と
に
い
た
れ
り
。
い
か
て
か
お
こ
た
り
て
、
い
た
っ
ら
に
か
け
を
す
く
さ
ん
や
。
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迎
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と
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と
り
け
た
物
へ
為
・
謂
）
鳥
け
た
も
の

　
　
　
　
　
（
神
）
（
1
4
）
い
り
た
ま
は
む
↓
い
り
た
ま
は
ん
（
為
・
類
・
版
）
い
り
給
は

　
　
　
　
敏
罪
鴇
歴
融
週
羅
驚
蹴
輪
W
〔
㎜
藷
羅
（
（
為
神
）
）

三
二

　
　
　
　
（
1
9
）
い
た
り
て
↓
至
り
て
（
神
）
（
2
0
）
光
の
↓
光
り
の
（
神
）
（
2
1
）
う
ち
に

　
　
　
　
吋罷
露
詰
猷
躍
に
鯵
翌
熱
随
）
〔
獅
〕
認
錺
は
慕

　
　
　
　

（神
）
（
2
5
）
み
な
↓
皆
（
諦
・
神
・
類
・
版
）
（
2
6
）
の
そ
こ
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↓
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2
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み
え
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（
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た
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（
2
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か
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と
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給
ひ
け
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も
（
神
）
（
3
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）
こ
の
心
↓
此
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（
神
）
（
3
2
）
侍

　
　
　
　
け
め
↓
侍
り
け
め
（
神
）
（
3
3
）
わ
き
ま
ゑ
↓
わ
き
ま
へ
（
課
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
　
鍮
溺

爵
傾
禦
（
3
5
）
い
つ
る
↓
出
る
（
神
）
（
3
6
）
こ
の
↓
の
（
語
）
あ
ら
れ
（
類
）
（
3
8
）
い
れ
↓
入
（
神
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）
（
㈱
が

　
　
さ
　
も
ひ
↓
思
ひ
（
宮
）
⑩
な
れ
は
↓
な
け
れ
は
禽
）
（
4
1
）
こ
の
↓
此
（
謹
・

※

せ

　
　
　
　
神
・
類
・
版
）
（
4
2
）
有
と
↓
有
（
神
）
（
4
3
）
あ
ら
は
※
ん
↓
あ
ら
は
さ
む
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・
宮
・
神
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は
さ
ん
（
謹
・
類
・
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4
4
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4
5
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と
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ふ
↓
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神
）
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玲
鮭
鎗
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麓
㎏
へ
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㎏
㌃
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麹
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）
（
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し
り
な
は
↓
知
り
な
は
（
課
・
神
）
（
5
1
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↓
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お
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為
）
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と
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版
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た
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↓
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〈
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5
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な
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